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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
オ
タ
リ
ー
マ
ン
の
外
史
生
活

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
５
８
８
０
Ｑ

【
作
者
名
】

　
ア
グ
カ

【
あ
ら
す
じ
】

　
「
ゼ
ロ
魔
の
世
界
で
老
衰
を
向
か
え
死
ん
だ
藤
崎
充
が
、
ま
た
も
や
違
う
世

界
に
？

今
回
の
世
界
は
・
・
・
真
・
恋
姫
†
無
双
だ
っ
て
？
マ
ジ
か
よ
、
死
亡
フ
ラ
グ

が
満
載
じ
ゃ
ね
ぇ
か
！
は
ぁ
、
ま
た
命
か
け
て
が
ん
ば
る
し
か
な
い
の
か
（
；

´
∀
｀
）
」
ま
た
も
や
作
者
の
妄
想
が
暴
走
し
書
き
始
め
ま
し
た
。
こ
ち
ら
は

不
定
期
更
新
で
す
。
適
度
に
書
い
て
い
き
ま
す
の
で
、
お
暇
な
と
き
に
読
ん
で

い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
『
原
作
ブ
レ
イ
ク
／
主
人
公
最
強
／
キ
ャ
ラ
改
変

／
ハ
ー
レ
ム
要
素
／
ご
都
合
主
義
／
妄
想
暴
走
』
要
素
が
多
分
に
含
ま
れ
て
い
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ま
す
。
こ
れ
ら
が
お
嫌
い
な
方
は
拒
絶
反
応
と
鳥
肌
が
発
生
す
る
恐
れ
が
あ
り

ま
す
の
で
、
ブ
ラ
ウ
ザ
の
戻
る
ボ
タ
ン
を
押
す
こ
と
を
推
奨
い
た
し
ま
す
。
。

※
利
用
規
約
改
定
に
伴
い
追
加
、
「
技
名
、
魔
法
名
、
人
物
名
な
ど
に
原
作
と

な
る
小
説
、
漫
画
、
ゲ
ー
ム
な
ど
か
ら
一
部
お
借
り
し
て
い
る
（
転
載
）
部
分

が
あ
り
ま
す
。
」
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
４
月
２
７
日

追
記
『
序
幕
よ
り
全
面
的
に
書
き
直
し
ま
す
。
』
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序
幕
：
新
た
な
外
史
の
幕
開
け
（
前
書
き
）

４
／
２
７
よ
り
外
史
生
活
全
面
書
き
直
し
を
実
施
し
ま
す
。
序
幕
か
ら
全
て
書

き
直
し
で
す
。

序
幕
に
つ
い
て
は
、
旧
作
と
ほ
ぼ
内
容
は
同
じ
で
す
が
一
人
称
の
変
更
な
ど
結

構
書
き
直
し
て
お
り
ま
す
。
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序
幕
：
新
た
な
外
史
の
幕
開
け

　
あ
ぁ
、
思
え
ば
す
ご
い
人
生
だ
っ
た
…
…

　
突
然
ル
イ
ズ
に
召
喚
さ
れ
、
色
々
な
敵
と
戦
い
…
…

　
そ
し
て
素
晴
ら
し
い
女
性
達
と
一
緒
に
な
り
…
…

　
多
く
の
子
を
成
し
た
…
…

　　
辛
い
事
も
あ
っ
た
が
楽
し
か
っ
た
な
…
…

　
皆
先
に
逝
っ
て
し
ま
っ
て
一
人
逝
く
事
に
泣
い
た
な
…
…

　
や
っ
と
私
も
彼
女
達
の
所
に
い
け
る
か
…
…

　
待
た
せ
す
ぎ
て
し
ま
っ
た
か
ら
な
、
怒
ら
れ
る
か
も
し
れ
ん
な
、
は
は
…
…

　
あ
ぁ
、
皆
、
今
、
そ
っ
ち
に
行
く
よ
…
…

　　
…
…
藤
崎
充
、
享
年
九
十
八
歳

　
…
…
…
…
数
々
の
武
勲
を
立
て
、
ま
た
、
国
の
改
革
に
貢
献

　
…
…
…
…
…
…
多
く
の
妻
を
娶
り
、
多
く
の
子
を
な
し
幸
せ
な
生
活
を
送
る

　
…
…
…
…
…
…
…
…
こ
の
世
界
に
お
い
て
、
彼
の
名
を
知
ら
ぬ
も
の
は
い
な
い

　　　
…
…

　
…
…
…
…

　　「
…
…
…
…
…
…
こ
、
こ
こ
は
、
一
体
…
…
…
…
。
う
ぅ
…
…
確
か
に
俺
は
死

ん
だ
は
ず
…
…
な
の
に
何
故
…
…
。
こ
こ
が
あ
の
世
な
の
だ
ろ
う
か
？
」

　　
辺
り
を
見
回
す
と
、
真
っ
白
な
空
間
だ
け
が
広
が
っ
て
い
る
。

　
こ
の
光
景
に
は
見
覚
え
が
あ
る
が
…
…
ま
さ
か
…
…

　
い
や
、
あ
り
得
ん
、
私
は
す
で
に
死
ん
だ
ん
だ
…
…
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そ
ん
な
私
が
ど
う
し
て
ま
た
こ
こ
に
い
る
ん
だ
…
…

　
駄
目
だ
、
考
え
て
も
あ
の
今
わ
の
際
以
降
の
事
は
何
も
わ
か
ら
な
い
…
…

　「
何
故
私
は
こ
こ
に
…
…
…
…
く
っ
、
体
が
動
か
な
い
…
…
」

　　　
ド
ン
ッ
！

　　　
現
状
を
把
握
で
き
ず
、
思
考
も
纏
ま
ら
な
い
私
の
前
に
突
如
と
し
て
出
現
し

た
も
の
、
そ
れ
は
『
扉
』
…
…

　
あ
の
時
ル
イ
ズ
に
召
喚
さ
れ
た
際
に
潜
っ
た
扉
と
同
じ
物
…
…

　「
…
…
ま
た
な
の
か
？
　
私
は
ま
た
何
処
か
見
知
ら
ぬ
世
界
へ
飛
ば
さ
れ
る
の

か
…
…
こ
ん
な
老
人
の
私
を
飛
ば
し
て
ど
う
な
る
と
い
う
の
だ
。
何
処
へ
行
っ

た
と
し
て
も
、
何
も
出
来
は
し
な
い
と
い
う
の
に
…
…
」

　　
私
が
そ
う
言
う
の
も
構
わ
ず
、
『
扉
』
は
開
い
て
い
く
…
…

　
問
答
無
用
と
い
う
訳
か
…
…

　
ど
の
み
ち
抵
抗
も
出
来
ん
こ
の
状
態
で
は
…
…

　
は
ぁ
、
や
っ
と
皆
に
会
え
る
と
思
っ
て
い
た
の
だ
が
な
…
…

　　　
…
…
ギ
ィ
ッ

　
…
…
…
…
カ
ッ

　　　
扉
が
開
き
、
光
が
あ
ふ
れ
、
俺
の
意
識
は
遠
の
い
て
い
っ
た
…
…
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…
…

　
…
…
…
…

　　
こ
こ
に
、
新
た
な
外
史
の
突
端
が
開
か
れ
た
…
…

　
果
た
し
て
彼
が
ど
の
よ
う
な
物
語
を
紡
ぐ
の
か
、
そ
れ
は
誰
も
知
ら
な
い
…

…
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序
幕
：
新
た
な
外
史
の
幕
開
け
（
後
書
き
）

と
い
う
訳
で
、
活
動
報
告
に
も
書
き
ま
し
た
が
外
史
生
活
を
全
面
的
に
書
き
換

え
ま
す
。

内
容
と
し
て
は
、
原
作
を
ト
レ
ー
ス
す
る
の
で
は
な
く
、
独
自
ル
ー
ト
で
歩
み

ま
す
。

何
れ
は
腰
を
落
ち
着
け
る
と
は
思
い
ま
す
が
、
か
な
り
放
浪
す
る
事
に
な
り
ま

す
。

旧
作
は
一
応
保
管
し
て
は
あ
り
ま
す
の
で
、
い
つ
か
折
り
を
見
て
書
け
た
ら
な

ぁ
と
思
い
ま
す
。
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Ｅ
Ｘ
幕
：
主
人
公
設
定
（
前
書
き
）

今
回
は
主
人
公
設
定
で
す
。
今
時
点
で
は
、
原
作
知
識
な
ど
は
ほ
ぼ
皆
無
で
す
。

な
ん
せ
、
九
十
八
歳
で
す
か
ら
ね
、
忘
れ
て
て
も
仕
方
な
い
で
す
。

２
／
１
３

大
幅
に
改
編
し
ま
し
た
。
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Ｅ
Ｘ
幕
：
主
人
公
設
定

■
■
■
■
■
■
主
人
公
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
■
■
■
■
■
■

名
前
：
藤
崎
充

ふ
じ
さ
き
た
か
し

ハ
ル
ケ
ギ
ニ
ア
で
の
名
前
：
タ
カ
シ
・
シ
ュ
ヴ
ァ
リ
エ
・
ラ
・
フ
ジ
サ
キ
・
ド
・

オ
ル
ニ
エ
ー
ル
・
ル
・
ブ
ラ
ン
・
ラ
・
ラ
イ
ク
ス
・
ド
・
ラ
・
ヴ
ァ
リ
エ
ー
ル

人
種
：
生
粋
の
日
本
人

見
た
目
：
黒
髪
、
黒
目
、
体
格
は
無
駄
な
肉
は
な
く
筋
肉
も
し
っ
か
り
付
い
て

い
る

　
　
　
　
顔
は
長
年
の
修
行
な
ど
に
よ
り
精
悍
な
顔
つ
き
に

身
長
：
１
８
５
．
６

体
重
：
８
１
．
３

一
人
称
：
基
本
は
『
私
』

　
　
　
　
興
奮
し
て
い
る
場
合
な
ど
は
『
俺
』

■
■
■
■
■
■
趣
味
■
■
■
■
■
■

ハ
ル
ケ
ギ
ニ
ア
：
孫
と
遊
ぶ

　
　
　
　
　
　
　
嫁
と
イ
チ
ャ
ラ
ブ

　
　
　
　
　
　
　
能
力
特
訓

　
　
　
　
　
　
　
若
い
者
へ
の
指
導

　
　
　
　
　
　
　
友
人
た
ち
と
の
酒
盛
り

■
■
■
■
■
■
現
実
世
界
で
の
好
き
な
も
の
■
■
■
■
■
■
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ゲ
ー
ム
：
Ｆ
Ｆ
シ
リ
ー
ズ
（
オ
ン
ラ
イ
ン
含
む
）
／
Ｄ
Ｑ
シ
リ
ー
ズ
（
主
に
３
，

４
，
５
）
／
ス
パ
ロ
ボ
Ｏ
Ｇ
シ
リ
ー
ズ
／

　
　
　
　
　
　
　
大
戦
略
系
／
シ
ュ
ミ
レ
ー
シ
ョ
ン
系
／

ア
ニ
メ
／
漫
画
：
ガ
ン
ダ
ム
系
（
特
に
０
０
８
３
）
／
熱
血
ス
パ
ロ
ボ
系
／
ル

パ
ン
シ
リ
ー
ズ
（
と
っ
つ
ぁ
ん
信
者
）
／

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｆ
ａ
ｔ
ｅ
／
ネ
ギ
ま
（
大
戦
期
と
バ
ト
ル
部
分
）

／
鋼
の
錬
金
術
師
／
仮
面
ラ
イ
ダ
ー
シ
リ
ー
ズ
／

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
ト
の
紋
章
／

■
■
■
■
■
■
ハ
ル
ケ
ギ
ニ
ア
で
好
き
な
も
の
■
■
■
■
■
■

・
家
族
全
員

・
親
し
い
人
達

・
領
民
な
ど
の
市
井
の
人
々

・
飼
っ
て
る
動
物
や
幻
獣

■
■
■
■
■
■
性
格
／
性
質
■
■
■
■
■
■

・
長
年
の
領
主
経
験
に
よ
り
押
し
の
弱
さ
は
克
服

・
た
だ
し
家
族
、
特
に
妻
達
に
弱
い
の
は
変
わ
ら
ず

・
弱
者
に
対
し
て
な
る
べ
く
負
担
は
か
け
な
い
が
必
要
で
あ
れ
ば
切
っ
て
捨
て

る
事
も
す
る

・
自
分
よ
り
年
下
に
は
結
構
甘
い

・
有
事
の
際
は
自
分
が
率
先
し
て
動
く

・
自
分
の
大
事
な
人
や
物
に
対
し
て
手
を
出
す
輩
に
は
一
片
の
躊
躇
も
な
い

■
■
■
■
■
■
年
齢
■
■
■
■
■
■
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ハ
ル
ケ
ギ
ニ
ア
で
の
年
齢
：
享
年
九
十
八
歳

恋
姫
世
界
で
の
年
齢
：
２
４
歳

■
■
■
■
■
■
家
族
構
成
■
■
■
■
■
■

ハ
ル
ケ
ギ
ニ
ア
で
の
家
族
構
成
：
妻
六
人
、
子
供
十
八
、
孫
二
十
六
人

恋
姫
世
界
：
不
明

■
■
■
■
■
■
頭
脳
関
係
■
■
■
■
■
■

学
力
：
元
々
の
大
学
卒
程
度
に
加
え
、
ハ
ル
ケ
ギ
ニ
ア
で
の
帝
王
学
や
農
業
学

な
ど
複
数
の
学
問
を
修
め
た
為

　
　
　
か
な
り
の
知
識
量
を
誇
る

経
験
：
自
領
で
あ
る
ラ
・
ラ
イ
ク
ス
、
ド
・
オ
ル
ニ
エ
ー
ル
、
ヴ
ァ
リ
エ
ー
ル

領
の
三
つ
を
管
理
運
営
し
て
い
た
経
験
が
あ
る

　
　
　
引
退
後
も
国
政
な
ど
に
携
わ
っ
て
い
た
為
、
経
験
は
か
な
り
の
も
の
に

な
る
。

　
　
　
賢
王
と
な
っ
た
ジ
ョ
ゼ
フ
一
世
と
も
親
し
か
っ
た
関
係
で
大
国
の
政
治

も
心
得
て
い
る

　
　
　
覇
王
曹
操
で
あ
っ
て
も
経
験
上
勝
つ
事
は
不
可

言
語
：
漢
字
は
使
用
可
能

　
　
　
漢
文
は
不
可

■
■
■
■
■
■
彼
女
関
係
■
■
■
■
■
■

ハ
ル
ケ
ギ
ニ
ア
：
ハ
ー
レ
ム
築
い
た
リ
ア
充

恋
姫
世
界
：
不
明
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■
■
■
■
■
■
ゼ
ロ
魔
世
界
に
お
け
る
主
人
公
■
■
■
■
■
■

・
各
種
の
戦
乱
や
死
亡
フ
ラ
グ
を
叩
き
折
り
、
妻
達
と
幸
せ
に
暮
ら
し
て
い
た
。

・
数
々
の
武
勲
な
ど
に
よ
り
、
国
で
は
英
雄
扱
い
。

　
↓
本
人
的
に
は
英
雄
と
呼
ば
れ
る
事
を
好
い
て
い
な
い

・
平
民
を
大
事
に
す
る
領
主
と
し
て
絶
大
な
人
気
を
誇
る
。

　
↓
よ
く
街
に
抜
け
出
し
て
い
た

・
王
家
も
彼
に
は
頭
が
上
が
ら
ず
、
ご
意
見
番
的
な
存
在
。

　
↓
ア
ホ
リ
エ
ッ
タ
と
ア
ホ
ウ
ェ
ー
ル
ズ
を
調
教
し
た
為

・
子
供
や
孫
に
は
超
が
千
個
く
ら
い
つ
く
ほ
ど
に
甘
い
。

・
妻
達
に
ベ
タ
惚
れ
で
、
所
構
わ
ず
の
ろ
け
る
こ
と
で
有
名
。

・
求
婚
は
多
い
が
最
終
的
に
妻
は
八
人
で
納
ま
っ
た
模
様
。

・
子
供
十
八
人
、
孫
二
十
六
人
の
大
家
族
の
長

・
大
国
ガ
リ
ア
の
国
王
ジ
ョ
ゼ
フ
一
世
と
ギ
ー
シ
ュ
・
ド
・
グ
ラ
モ
ン
は
大
親
友

　
↓
特
に
ギ
ー
シ
ュ
と
は
年
齢
を
超
え
た
親
友

　
↓
ジ
ョ
ゼ
フ
と
は
よ
く
一
緒
に
酒
を
飲
む

・
義
母
上
に
よ
る
特
訓
、
も
と
い
、
拷
問
を
耐
え
切
っ
た
漢

　
↓
ほ
と
ん
ど
伝
説
と
化
し
て
い
る

■
■
■
■
■
■
恋
姫
原
作
知
識
関
連
■
■
■
■
■
■

一
応
現
実
世
界
で
友
人
か
ら
借
り
た
エ
ロ
ゲ
ー
を
プ
レ
イ
し
た
た
め
に
、

恋
姫
に
触
れ
た
事
は
あ
る
が
、
内
容
は
覚
え
て
い
な
い
。

■
■
■
■
■
■
三
国
志
知
識
■
■
■
■
■
■

劉
備
な
ど
本
当
に
有
名
ど
こ
ろ
の
武
将
く
ら
い
は
な
ん
と
な
く
覚
え
て
い
る
か

も
？

一
刀
か
ら
の
情
報
に
よ
り
、
三
国
志
の
一
般
的
な
知
識
を
得
る
。

↓
ゲ
ー
ム
と
か
で
も
わ
か
る
範
囲
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時
系
列
に
つ
い
て
も
、
あ
る
程
度
は
把
握
出
来
た
模
様

■
■
■
■
■
■
覚
え
て
い
る
イ
ベ
ン
ト
■
■
■
■
■
■

・
黄
巾
の
乱
の
み

　
↓
詳
細
は
覚
え
て
い
な
い

・
新
た
に
情
報
を
得
て
い
る
為
、
他
の
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
も
大
ま
か
に
は
把
握

■
■
■
■
■
■
三
国
志
覚
え
て
い
る
人
物
■
■
■
■
■
■

・
劉
備

・
関
羽

・
張
飛

・
曹
操

・
孫
策

※
恋
姫
と
し
て
覚
え
て
い
る
キ
ャ
ラ
は
な
し

■
■
■
■
■
■
覚
え
て
い
る
（
思
い
出
せ
る
）
原
作
知
識
■
■
■
■
■
■

・
黄
巾
の
乱
が
起
き
る
こ
と

■
■
■
■
■
■
能
力
設
定
■
■
■
■
■
■

使
い
魔
設
定
：
ガ
ン
ダ
ー
ル
ヴ

　
　
　
　
　
　
ヴ
ィ
ン
ダ
ー
ル
ヴ

　
　
　
　
　
　
ミ
ョ
ズ
ニ
ト
ニ
ル
ン

　
　
　
　
　
　
第
４
の
使
い
魔

　
　
　
　
　
　
※
こ
の
中
で
、
第
４
の
使
い
魔
以
外
は
す
べ
て
原
作
に
準
じ
ま

す
。
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各
使
い
魔
の
能
力
の
併
用
は
可
能

　
　
　
　
　
　
　
例
）
ガ
ン
ダ
ー
ル
ブ
の
身
体
能
力
強
化
を
使
い
な
が
ら
第
４

の
使
い
魔
の
能
力
使
用

第
４
の
使
い
魔
能
力
：
自
身
の
『
記
憶
』
に
あ
る
『
技
』
『
呪
文
』
『
能
力
』

を
再
現
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
と
え
記
憶
し
て
い
て
も
、
内
容
を
思
い
出
せ
な
い
も

の
は
使
用
不
可
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
※
名
称
だ
け
覚
え
て
い
て
も
効
果
や
内
容
を
覚
え
て
い

な
い
も
の
は
不
可

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ド
○
え
も
ん
の
道
具
な
ど
を
直
接
召
還
す
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
※
呪
文
や
技
に
よ
り
召
還
で
き
る
も
の
は
道
具
類
で
も

召
還
可

　
　
　
　
　
　
　
　
　
宝
具
は
王
の
財
宝
を
経
由
す
る
物
は
可
。

ゲ
ー
ト
オ
ブ
バ
ビ
ロ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
※
王
の
財
宝
の
内
容
物
は
本
作
独
自
設
定
。

ゲ
ー
ト
オ
ブ
バ
ビ
ロ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
虚
無
魔
法
に
つ
い
て
も
ジ
ョ
ゼ
フ
や
覚
醒
し
た
ル
イ
ズ

な
ど
に
教
わ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
使
用
可
能
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
多
用
す
る
の
は
『
加
速
』
『
デ
ィ
ス
ペ
ル
』
『
イ
リ
ュ

ー
ジ
ョ
ン
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
瞬
間
移
動
』

テ
レ
ポ
ー
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
肉
体
の
ス
ペ
ッ
ク
は
ガ
ン
ダ
ー
ル
ヴ
の
能
力
に
加
え
長

年
の
義
母
上
に
よ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
拷
問
と
い
う
名
の
特
訓
に
よ
り
常
人
を
遙
か
に
上
回
る

ス
ペ
ッ
ク
に
到
達
し
、
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肉
体
的
に
も
チ
ー
ト
の
域
に
達
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
武
術
関
係
も
一
通
り
収
め
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
特
に
『
剣
術
』
『
槍
術
』
『
馬
術
』
『
弓
術
』
が
得
意
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
技
』
に
関
し
て
は
再
現
し
た
物
を
自
ら
の
も
の
と
し

て
い
る
為
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
能
力
を
使
用
し
な
く
て
も
使
用
可
能
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
主
に
剣
技
と
し
て
神
鳴
流
を
多
用
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
能
力
使
用
例
１
）
ド
ラ
ク
エ
や
Ｆ
Ｆ
の
魔
法
や
技
を
使
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
能
力
使
用
例
２
）
ド
ラ
ク
エ
の
魔
法
と
Ｆ
Ｆ
の
魔
法
の

同
時
使
用
不
可

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
※
例
外
と
し
て
先
に
Ｆ
Ｆ
強
化
魔
法

を
か
け
て
お
き
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｄ
Ｑ
の
攻
撃
魔
法
を
使
う
こ
と
は

可
能
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ド
ラ
ク
エ
３
の
能
力
を
使
い
な
が
ら

４
の
能
力
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
使
う
こ
と
も
不
可

■
■
■
■
■
■
補
足
説
明
■
■
■
■
■
■

『
扉
』
を
潜
っ
た
た
め
、
人
と
の
対
話
は
可
能
。

漢
文
を
読
む
こ
と
は
で
き
な
い
。

九
十
八
歳
ま
で
生
き
た
た
め
、
結
構
爺
く
さ
い
。

鈴
々
な
ど
は
子
供
扱
い
し
て
し
ま
う
。

■
■
■
■
■
■
そ
の
他
■
■
■
■
■
■
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文
明
的
な
と
こ
ろ
か
ら
、
古
代
中
国
で
あ
る
事
は
あ
る
程
度
察
し
て
い
る
。

一
先
ず
情
報
を
得
る
事
を
目
的
に
旅
を
す
る
事
に
。

以
後
ど
の
よ
う
な
経
緯
を
辿
る
か
は
神
の
み
ぞ
知
る
。
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Ｅ
Ｘ
幕
：
主
人
公
設
定
（
後
書
き
）

ち
ょ
い
と
滅
茶
苦
茶
だ
っ
た
の
で
、
思
い
っ
き
り
修
正
か
け
ま
し
た
。

一
応
ゼ
ロ
魔
の
方
と
共
通
の
設
定
が
あ
り
ま
す
。

な
お
、
こ
ち
ら
は
独
自
の
設
定
に
基
づ
い
て
い
る
部
分
が
あ
り
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
妻
の
数
な
ど
で
す
。

で
す
の
で
、
こ
ち
ら
の
設
定
と
ゼ
ロ
魔
で
の
設
定
が
食
い
違
う
事
が
あ
り
ま
す

が
ご
了
承
く
だ
さ
い
。



18

第
一
幕
：
目
覚
め
た
場
所
は
…
…
（
前
書
き
）

ふ
う
、
漸
く
書
き
上
げ
ま
し
た
。
つ
か
、
最
初
に
書
い
た
の
と
は
全
然
違
う
内

容
に
な
り
ま
し
た
。
ぶ
っ
ち
ゃ
け
、
原
型
無
い
っ
す
。

そ
ん
で
は
ど
う
ぞ
。
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第
一
幕
：
目
覚
め
た
場
所
は
…
…

　　
…
…

　
…
…
…
…

　　「
う
…
…
う
ぅ
…
…
」

　　
目
を
開
け
る
と
、
眩
い
光
が
差
し
込
ん
で
く
る
。

　「
こ
、
こ
こ
は
…
…
わ
、
私
は
生
き
て
い
る
の
か
…
…
」

　　
…
…
私
は
確
か
に
子
供
達
や
孫
達
に
見
送
ら
れ
て
死
ん
だ
は
ず
。

　
本
来
で
あ
れ
ば
あ
の
世
に
行
く
べ
き
な
の
だ
ろ
う
が
、
こ
こ
が
あ
の
世
と
い

う
事
は
ど
う
や
ら
無
い
よ
う
だ
。

　
明
ら
か
に
見
知
ら
ぬ
場
所
で
は
あ
る
が
、
現
世
で
あ
る
事
は
違
い
な
い
だ
ろ

う
。

　
何
せ
五
感
全
て
感
触
が
あ
る
か
ら
な
…
…

　　
し
か
し
、
何
故
私
は
ま
た
あ
の
『
扉
』
の
前
に
出
て
し
ま
っ
た
の
だ
。

　
あ
れ
は
、
私
が
ハ
ル
ケ
ギ
ニ
ア
に
召
喚
さ
れ
た
時
に
通
過
し
た
扉
と
同
じ
物

の
は
ず
…
…
そ
れ
が
何
故
…
…
駄
目
だ
な
、
考
え
て
も
答
え
は
出
そ
う
に
な
い
。

　
と
り
あ
え
ず
、
周
辺
を
探
っ
て
み
る
か
。

　　　
…
…

　
…
…
…
…
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あ
た
り
一
面
森
か
…
…
人
の
気
配
は
無
さ
そ
う
だ
な
。

　
ど
う
し
た
も
の
か
、
こ
れ
で
は
こ
こ
が
何
処
な
の
か
も
わ
か
ら
ん
。

　
調
べ
る
に
し
て
も
、
迂
闊
に
動
く
の
は
危
険
だ
な
。

　　
そ
う
い
え
ば
私
の
ル
ー
ン
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

　
私
も
一
度
死
ん
で
い
る
以
上
、
ル
ー
ン
は
消
え
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
が
…
…

　「
…
…
何
故
残
っ
て
い
る
の
だ
」

　　
わ
か
ら
ん
、
普
通
使
い
魔
が
死
ね
ば
ル
ー
ン
は
消
え
る
は
ず
。

　
そ
れ
に
今
は
ル
イ
ズ
も
も
う
…
…
な
の
に
何
故
ル
ー
ン
が
全
て
残
っ
て
い
る
。

　
い
か
ん
、
こ
れ
で
は
何
も
わ
か
ら
ず
終
い
で
は
無
い
か
。

　
な
ん
と
か
情
報
を
集
め
ね
ば
、
こ
れ
か
ら
先
ど
う
す
べ
き
か
も
検
討
が
つ
か

ん
。

　「
仕
方
が
無
い
、
少
し
歩
い
て
人
里
を
探
す
し
か
な
い
か
」

　　　
…
…

　
…
…
…
…

　　　
し
か
し
、
行
け
ど
も
行
け
ど
も
森
か
…
…
こ
れ
は
ど
う
や
ら
か
な
り
深
い
森

の
よ
う
だ
な
。

　
う
～
む
、
ど
う
し
た
も
の
か
…
…
早
め
に
水
と
食
料
の
確
保
を
し
て
お
く
べ

き
か
も
し
れ
ん
が
こ
の
辺
り
の
地
理
な
ど
、
全
く
わ
か
ら
な
い
状
況
で
は
探
し

よ
う
が
…
…

　「
ん
、
こ
の
音
は
…
…
水
の
流
れ
る
音
か
、
近
く
に
川
で
も
あ
る
の
か
も
し
れ
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ん
、
行
っ
て
み
る
か
」

　　　
…
…

　
…
…
…
…

　　　
少
し
歩
い
た
先
に
、
予
想
通
り
川
が
流
れ
て
い
る
。

　
助
か
っ
た
、
見
た
と
こ
ろ
魚
も
い
る
よ
う
だ
し
、
食
料
に
つ
い
て
も
な
ん
と

か
な
り
そ
う
だ
な
。

　
し
か
し
、
こ
こ
は
一
体
ど
こ
な
ん
だ
ろ
う
か
…
…
感
覚
的
に
は
恐
ら
く
ハ
ル

ケ
ギ
ニ
ア
で
は
無
い
は
ず
な
ん
だ
が
…
…

　
ま
ぁ
、
今
考
え
て
も
仕
方
な
い
か
…
…
一
先
ず
食
料
と
水
を
確
保
し
て
お
こ

う
。

　
詰
め
る
袋
は
…
…
錬
金
で
作
れ
ば
い
い
だ
ろ
う
な
。

　
さ
て
、
始
め
る
と
す
る
か
。

　　　
…
…

　
…
…
…
…

　　　
こ
れ
だ
け
あ
れ
ば
、
当
面
の
間
は
問
題
な
い
だ
ろ
う
。

　
王
の
財
宝
の
中
に
入
れ
て
お
け
ば
腐
る
事
も
無
い
し
な
。

ゲ
ー
ト
・
オ
ブ
・
バ
ビ
ロ
ン

　「
と
り
あ
え
ず
は
、
日
も
傾
い
て
い
る
事
だ
し
、
移
動
は
明
日
か
ら
に
し
て
お

く
か
」

　　
し
か
し
、
な
ぜ
私
は
こ
う
し
て
生
き
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

　
こ
れ
で
は
ま
た
、
妻
達
の
元
へ
行
く
の
が
遅
く
な
り
そ
う
だ
。
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エ
レ
ン
な
ど
は
き
っ
と
怒
っ
て
い
る
か
も
し
れ
ん
な
、
す
ま
な
い
な
皆
、
私

が
行
く
の
は
も
う
少
し
遅
く
な
り
そ
う
だ
。

　　　
…
…

　
…
…
…
…

　　「
…
…
う
、
う
ぅ
む
…
…
も
う
朝
か
、
あ
れ
か
ら
直
ぐ
に
寝
て
し
ま
っ
た
の
か
」

　　
色
々
と
理
解
出
来
な
い
状
況
が
続
い
て
、
自
分
で
も
知
ら
ぬ
内
に
精
神
的
に

疲
れ
て
い
た
の
か
も
し
れ
ん
な
。

　
さ
て
と
、
と
り
あ
え
ず
当
初
の
予
定
通
り
人
里
を
探
し
て
み
る
か
。

　
幸
い
に
し
て
ル
ー
ン
は
無
事
だ
か
ら
な
、
な
ん
と
か
な
る
だ
ろ
う
。

　「
で
は
、
飛
行
」

フ
ラ
イ

　　
し
か
し
、
精
霊
の
気
配
が
無
い
の
に
魔
法
が
使
え
る
と
は
な
。

　
ど
う
に
も
腑
に
落
ち
ん
が
、
ま
ぁ
、
今
は
あ
ま
り
深
く
考
え
る
必
要
も
無
い

か
。

　
さ
て
、
人
里
ら
し
き
も
の
は
…
…
ふ
む
、
ど
う
や
ら
西
の
方
角
に
複
数
の
家

ら
し
き
も
の
が
見
え
る
な
。

　
一
先
ず
あ
そ
こ
へ
行
っ
て
み
る
か
。

　
歩
い
て
い
く
に
は
少
々
距
離
が
あ
り
す
ぎ
る
か
ら
、
こ
の
ま
ま
飛
行
で
飛
ん

フ
ラ
イ

で
行
き
、
近
く
に
降
り
る
と
し
よ
う
。

　
余
り
目
立
ち
す
ぎ
る
の
も
あ
れ
だ
か
ら
な
。

　　　
…
…

　
…
…
…
…
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　　■
■
■
■
■
■
村
■
■
■
■
■
■

　　
さ
て
、
近
く
ま
で
来
た
は
い
い
の
だ
が
…
…
何
や
ら
あ
ま
り
人
の
気
配
が
し

な
い
な
。

　
そ
れ
に
家
屋
の
方
も
遠
目
か
ら
で
は
わ
か
ら
な
か
っ
た
が
、
か
な
り
損
傷
が

激
し
い
。

　
こ
れ
は
廃
村
か
も
し
れ
ん
な
。

　「
う
～
む
、
ど
う
し
た
も
の
か
…
…
」

「
あ
、
あ
の
…
…
」

「
ん
？
　
お
お
、
人
が
居
た
か
」

　　
そ
こ
に
現
れ
た
の
は
、
十
二
～
三
歳
程
度
の
子
供
だ
。

　
身
な
り
も
か
な
り
酷
い
状
態
だ
な
。

　
こ
れ
は
何
や
ら
厄
介
事
か
も
し
れ
ん
…
…
は
ぁ
、
全
く
、
何
処
へ
行
こ
う
と

も
厄
介
事
か
ら
は
逃
げ
ら
れ
ん
の
か
、
私
は
…
…

　「
あ
の
…
…
貴
方
様
は
…
…
」

「
あ
あ
、
旅
の
者
だ
、
た
ま
た
ま
民
家
ら
し
き
物
が
見
え
た
の
で
立
ち
寄
っ
た

の
だ
が
」

「
そ
う
、
で
す
か
…
…
」

「
君
一
人
か
ね
？
」

「
い
え
、
他
に
子
供
と
老
人
が
何
人
か
…
…
」

　「
ふ
む
…
…
何
や
ら
事
情
が
あ
り
そ
う
だ
な
、
よ
け
れ
ば
話
し
て
み
な
い
か
ね
、

力
に
な
れ
る
か
も
し
れ
ん
ぞ
」

　「
…
…
実
は
」
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そ
う
し
て
聞
か
さ
れ
た
内
容
は
…
…
こ
こ
最
近
、
何
や
ら
爆
発
的
に
盗
賊
が

増
え
始
め
こ
の
村
か
ら
北
に
行
っ
た
所
に
、
盗
賊
の
住
処
が
出
来
て
し
ま
っ
た

よ
う
だ
。

　
な
ん
で
も
、
百
人
規
模
の
盗
賊
ら
し
く
抵
抗
す
る
間
も
無
く
や
ら
れ
て
し
ま

っ
た
ら
し
い
。

　
そ
の
為
、
今
で
は
こ
の
村
に
は
子
供
と
老
人
く
ら
い
し
か
残
っ
て
い
な
い
よ

う
だ
。

　
若
い
男
や
女
は
攫
わ
れ
る
か
、
殺
さ
れ
る
か
し
た
ら
し
い
。

　
は
ぁ
、
ど
こ
の
世
界
で
も
下
種
は
い
る
も
の
だ
な
。

　「
な
る
ほ
ど
、
そ
う
い
う
理
由
だ
っ
た
の
か
」

「
は
い
…
…
」

「
し
か
し
、
官
憲
の
類
は
ど
う
し
た
の
だ
？
　
少
な
く
と
も
領
主
く
ら
い
は
い

る
だ
ろ
う
？
」

「
そ
れ
が
…
…
」

　　
更
に
話
を
聞
く
と
、
官
憲
の
類
は
盗
賊
に
敵
わ
ぬ
と
わ
か
っ
た
途
端
、
逃
げ

出
し
て
し
ま
っ
た
ら
し
い
。

　
今
で
は
こ
の
周
辺
は
ま
と
も
な
領
主
も
存
在
せ
ず
、
各
村
々
が
独
自
に
自
警

団
を
結
成
し
て
い
る
よ
う
だ
。

　
と
は
い
え
、
ま
と
も
な
装
備
も
あ
る
訳
が
無
く
、
盗
賊
に
よ
る
被
害
は
日
に

日
に
大
き
く
な
っ
て
い
る
よ
う
だ
。

　「
は
ぁ
…
…
情
け
な
い
限
り
だ
な
」

「
…
…
」

　「
ま
ぁ
い
い
、
と
り
あ
え
ず
事
情
は
わ
か
っ
た
。
一
先
ず
は
怪
我
人
の
治
療
に

当
た
る
と
し
よ
う
か
。
」
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「
え
、
で
も
…
…
私
達
お
金
が
…
…
」

「
そ
ん
な
も
の
い
ら
ん
よ
、
困
っ
た
と
き
は
お
互
い
様
だ
」

「
あ
、
あ
り
が
、
と
う
、
ご
ざ
い
ま
す
…
…
」

「
何
、
気
に
す
る
な
」

　　
や
れ
や
れ
、
こ
ん
な
子
供
が
な
ぁ
…
…
不
憫
な
も
の
だ
。

　
そ
の
盗
賊
と
や
ら
、
後
で
掃
除
し
て
お
く
か
。

　
ど
ん
な
理
由
が
あ
る
に
せ
よ
、
盗
賊
な
ど
す
る
輩
に
人
権
な
ぞ
存
在
し
な
い

か
ら
な
。

　
徹
底
的
に
消
し
て
や
ろ
う
。

　
と
、
そ
の
前
に
残
っ
た
村
人
の
治
療
だ
な
。

　
ま
ぁ
、
癒
し
か
『
ケ
ア
ル
ラ
』
あ
た
り
で
問
題
無
く
治
療
出
来
る
だ
ろ
う
。

ヒ
ー
リ
ン
グ

　
頑
張
る
と
し
よ
う
か
ね
。

　　　
…
…

　
…
…
…
…

　　「
こ
れ
で
終
わ
り
だ
」

「
…
…
あ
、
あ
の
、
貴
方
様
は
仙
人
様
な
の
で
す
か
？
」

「
仙
人
と
い
う
の
が
何
か
は
わ
か
ら
ん
が
、
私
は
た
だ
の
旅
の
者
だ
」

「
で
も
…
…
」

「
ま
ぁ
多
少
他
の
人
間
よ
り
出
来
る
事
は
多
い
が
ね
」

　　
ま
ぁ
、
詳
し
く
話
し
て
も
わ
か
ら
ん
だ
ろ
う
か
ら
な
。

　
何
せ
こ
の
世
界
に
は
、
魔
法
は
無
い
様
だ
か
ら
な
ぁ
。

　「
さ
て
、
治
療
も
終
わ
っ
た
事
だ
し
行
く
と
す
る
か
」

「
ど
、
ど
ち
ら
へ
…
…
」
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「
何
、
少
々
掃
除
に
行
く
だ
け
だ
、
直
ぐ
戻
る
」

　　
そ
れ
で
は
盗
賊
退
治
を
す
る
と
し
よ
う
。

　
し
か
し
ま
ぁ
、
あ
れ
だ
な
、
生
き
返
っ
て
も
ま
た
こ
の
よ
う
な
事
に
巻
き
込

ま
れ
て
し
ま
う
と
は
な
。

　
私
が
厄
介
事
に
巻
き
込
ま
れ
る
の
は
、
あ
れ
か
、
義
母
上
の
呪
い
な
の
だ
ろ

う
か
…
…

　「
あ
ま
り
不
穏
な
事
は
考
え
な
い
方
が
い
い
か
…
…
さ
っ
さ
と
済
ま
せ
よ
う
」

　　　
…
…

　
…
…
…
…

　　■
■
■
■
■
■
盗
賊
の
住
処
■
■
■
■
■
■

　　
盗
賊
の
住
処
の
上
空
ま
で
や
っ
て
き
た
が
…
…
や
れ
や
れ
、
ど
う
し
て
こ
う

下
種
と
い
う
の
は
ど
こ
の
世
界
も
変
わ
ら
ぬ
の
だ
。

　
見
て
い
る
だ
け
で
吐
き
気
が
し
て
く
る
。

　
そ
れ
に
、
何
人
か
の
死
体
も
見
え
る
な
。

　
恐
ら
く
攫
わ
れ
た
人
達
だ
ろ
う
…
…
や
り
切
れ
ん
も
の
だ
。

　　
ま
ぁ
、
こ
れ
で
心
置
き
な
く
下
種
共
を
消
せ
る
な
。

　
と
は
い
え
、
捕
ま
っ
て
い
る
人
達
が
い
る
か
も
し
れ
ん
以
上
、
大
規
模
魔
法

は
使
え
な
い
。

　
と
な
れ
ば
白
兵
戦
に
持
ち
込
む
し
か
な
い
か
…
…

　「
と
り
あ
え
ず
、
飛
行
か
ら
飛
行
魔
法
に
切
り
替
え
て
っ
と
…
…
後
は
分
身
の

フ
ラ
イ

ゅ
つ

わ
け
み
の
じ

術
を
掛
け
て
…
…
」
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分
身
の
術
も
義
母
上
と
の
特
訓
の
最
中
に
思
い
出
し
た
、
ネ
ギ
ま
！
の
魔
法

わ
け
み
の
じ
ゅ
つ

の
一
種
だ
。

　
原
作
で
は
一
度
か
二
度
し
か
出
て
い
な
か
っ
た
が
、
な
か
な
か
に
便
利
な
魔

法
だ
。

　
ま
ぁ
、
偏
在
ほ
ど
で
は
無
い
が
な
。

　
さ
て
、
そ
れ
で
は
往
く
と
す
る
か
。

　　　
…
…

　
…
…
…
…

　　「
へ
へ
へ
、
今
回
も
い
い
稼
ぎ
に
な
っ
た
ぜ
」

「
そ
う
だ
な
ぁ
、
後
は
女
共
を
売
り
さ
ば
け
ば
更
に
稼
ぎ
が
増
え
る
ぜ
」

　　
や
れ
や
れ
、
聞
く
に
耐
え
ん
な
…
…
さ
っ
さ
と
掃
除
す
る
と
し
よ
う
。

　
最
早
、
こ
い
つ
ら
に
情
け
を
掛
け
る
必
要
は
無
い
だ
ろ
う
。

　
徹
底
的
に
狩
り
尽
す
。

　「
遺
言
は
そ
れ
で
終
い
か
」

「
な
っ
！
　
誰
だ
、
て
め
ぇ
！
」

「
貴
様
ら
の
よ
う
な
下
種
に
名
乗
る
名
は
無
い
、
早
々
に
消
え
て
貰
お
う
」

「
へ
へ
へ
、
こ
の
人
数
に
勝
て
る
つ
も
り
か
よ
…
…
お
前
ら
や
っ
ち
ま
え
！
」

「
お
う
！
」

　　
全
く
、
相
手
が
ど
れ
程
の
実
力
か
も
わ
か
ら
ん
か
。

　
ま
ぁ
盗
賊
な
ど
、
所
詮
そ
の
程
度
の
者
だ
か
ら
な
、
余
り
期
待
す
る
の
も
バ

カ
ら
し
い
か
。

　
さ
て
、
始
め
る
と
し
よ
う
か
。
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…
…

　
…
…
…
…

　　　
そ
れ
か
ら
は
完
全
に
一
方
的
な
、
戦
い
と
も
呼
べ
な
い
も
の
だ
っ
た
。

　
分
身
の
術
の
状
態
で
、
剣
術
だ
け
で
戦
っ
た
の
だ
が
歯
ご
た
え
が
無
さ
す
ぎ

わ
け
み
の
じ
ゅ
つ

た
。

　
そ
の
た
め
、
一
時
間
も
掛
か
ら
ぬ
間
に
終
わ
っ
て
し
ま
っ
た
。

　
逃
げ
出
し
た
者
も
、
一
人
残
ら
ず
処
分
し
て
お
い
た
。

　
ど
の
道
、
一
度
獣
に
堕
ち
た
身
だ
、
こ
の
ま
ま
逃
が
し
た
と
し
て
も
ど
う
せ

別
の
場
所
で
同
じ
事
を
繰
り
返
す
。

　
こ
れ
以
上
被
害
が
広
が
ら
ぬ
よ
う
に
す
る
為
に
も
、
こ
こ
で
徹
底
的
に
禍
根

を
断
つ
に
限
る
。

　
後
は
囚
わ
れ
て
い
る
で
あ
ろ
う
人
達
を
救
出
す
る
だ
け
だ
な
。

　　　
…
…

　
…
…
…
…

　　　
そ
の
後
、
盗
賊
の
住
処
の
中
に
囚
わ
れ
て
い
た
人
々
を
救
出
。

　
中
に
は
酷
い
怪
我
を
し
て
い
た
者
も
い
た
の
で
、
先
に
治
療
を
施
し
た
。

　
序
に
盗
賊
共
が
隠
し
て
い
た
財
宝
に
つ
い
て
は
全
て
没
収
し
て
お
い
た
。

　
本
来
な
ら
官
憲
に
渡
す
べ
き
な
の
だ
ろ
う
が
、
既
に
逃
げ
出
し
た
無
責
任
な

連
中
に
渡
す
必
要
性
は
無
い
だ
ろ
う
。

　
と
い
う
事
で
、
財
宝
に
関
し
て
は
村
人
の
方
で
管
理
す
る
よ
う
に
言
っ
て
お

い
た
。

　
ま
ぁ
、
官
憲
に
バ
レ
る
と
面
倒
な
の
で
、
勿
論
隠
し
て
お
く
よ
う
に
も
伝
え
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て
お
い
た
が
な
。

　　
そ
れ
か
ら
、
程
な
く
し
て
村
へ
戻
っ
た
。

　
家
族
と
再
会
出
来
た
喜
び
か
ら
か
、
皆
一
様
に
涙
を
流
し
て
い
た
。

　　
感
動
の
再
会
が
終
わ
っ
た
後
、
こ
の
辺
り
の
事
に
つ
い
て
尋
ね
た
の
だ
が
、

ど
う
や
ら
予
想
通
り
こ
こ
は
ハ
ル
ケ
ギ
ニ
ア
で
は
無
い
よ
う
だ
。

　
使
用
す
る
言
語
な
ど
の
関
係
か
ら
、
恐
ら
く
は
中
国
大
陸
で
あ
ろ
う
と
あ
た

り
を
つ
け
た
。

　
し
か
も
、
中
国
大
陸
と
い
っ
て
も
、
遥
か
古
代
の
中
国
だ
。

　
と
な
る
と
…
…
恐
ら
く
う
っ
す
ら
と
覚
え
て
い
る
限
り
で
は
三
国
志
辺
り
の

時
代
か
。

　
う
～
む
、
最
早
三
国
志
の
内
容
な
ど
覚
え
て
い
な
い
の
だ
が
な
ぁ
…
…
こ
れ

は
面
倒
な
事
に
な
り
そ
う
な
予
感
が
す
る
な
。

　　
ま
ぁ
、
何
時
ま
で
も
こ
の
村
に
留
ま
っ
て
い
る
訳
に
も
い
か
な
い
。

　
よ
り
多
く
情
報
を
掴
む
た
め
に
も
、
少
し
旅
を
し
て
み
る
と
し
よ
う
。

　　
村
人
に
聞
い
た
と
こ
ろ
、
こ
こ
よ
り
北
に
『
陳
留
』
な
る
都
市
が
あ
り
そ
こ

は
『
曹
操
』
な
る
人
物
が
治
め
て
い
る
そ
う
だ
。

　
な
ん
で
も
、
曹
操
の
治
世
は
素
晴
ら
し
い
ら
し
く
、
陳
留
の
街
は
安
定
し
て

い
る
の
だ
そ
う
だ
。

　
ふ
む
、
な
ら
ば
一
度
そ
こ
を
目
指
し
て
み
る
と
し
よ
う
。

　　
村
人
に
別
れ
を
告
げ
る
と
、
非
常
に
感
謝
さ
れ
食
料
な
ど
を
提
供
さ
れ
た
が
、

こ
の
村
も
食
べ
る
物
も
少
な
い
よ
う
な
の
で
辞
退
さ
せ
て
貰
っ
た
の
だ
が
、
ど

う
し
て
も
礼
が
し
た
い
と
の
事
で
盗
賊
共
の
財
宝
か
ら
好
き
な
だ
け
持
っ
て
行

っ
て
く
れ
と
言
わ
れ
て
し
ま
い
…
…
あ
ま
り
過
剰
な
礼
は
必
要
な
い
の
だ
が
、

ま
ぁ
、
致
し
方
な
い
の
で
旅
に
必
要
と
思
わ
れ
る
分
だ
け
頂
い
て
お
い
た
。

　
ま
ぁ
、
い
ざ
と
な
れ
ば
錬
金
術
な
ど
で
幾
ら
で
も
作
れ
る
の
で
あ
ま
り
必
要
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性
は
無
い
の
だ
が
ね
。

　
さ
て
、
膳
は
急
げ
と
も
言
う
し
、
出
発
す
る
と
し
よ
う
。

　「
で
は
、
私
は
陳
留
と
い
う
街
へ
向
か
う
。
皆
も
達
者
で
な
。
」

「
は
い
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」

「
ふ
ふ
、
元
気
で
暮
ら
せ
、
で
は
な
」

　　
さ
ぁ
、
こ
の
先
に
何
が
待
ち
受
け
て
い
る
の
や
ら
。

　
せ
っ
か
く
新
し
い
生
を
得
た
の
だ
か
ら
、
精
一
杯
生
き
る
と
し
よ
う
。
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第
一
幕
：
目
覚
め
た
場
所
は
…
…
（
後
書
き
）

さ
て
、
一
話
目
で
は
原
作
キ
ャ
ラ
誰
も
出
ま
せ
ん
ね
。
次
の
都
市
が
陳
留
と
い

う
事
も
あ
り
、
あ
れ
が
出
ま
す
し
、
種
馬
も
出
ま
す
。
ま
ぁ
、
時
期
的
に
は
種

馬
を
拾
っ
た
後
く
ら
い
で
す
か
ね
。
道
す
が
ら
黄
巾
党
の
噂
が
こ
れ
か
ら
先
流

れ
て
く
る
で
し
ょ
う
。
そ
の
時
、
タ
カ
シ
が
ど
う
い
っ
た
行
動
を
取
る
の
か
…

…
義
母
上
に
毒
さ
れ
て
な
き
ゃ
い
い
ん
で
す
が
。

で
は
、
次
の
更
新
ま
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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第
二
幕
：
陳
留
の
曹
操
と
…
…
（
前
書
き
）

今
回
は
曹
操
の
お
話
し
で
す
。
と
い
っ
て
も
、
後
一
～
二
話
位
で
ま
た
別
の
場

所
へ
移
動
し
ま
す
が
。
そ
れ
と
予
告
ど
お
り
種
馬
君
も
出
し
ま
し
た
。

で
は
ど
う
ぞ
～
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第
二
幕
：
陳
留
の
曹
操
と
…
…

　
現
在
村
人
に
教
え
て
貰
っ
た
『
陳
留
』
と
い
う
街
に
向
か
い
歩
い
て
い
る
。

　
イ
ク
シ
オ
ン
で
も
喚
び
出
せ
ば
い
い
の
だ
が
、
余
り
目
立
つ
の
も
あ
れ
な
の

よ
び
だ
せ

で
一
先
ず
歩
き
だ
。

　
と
は
い
え
、
夜
間
な
ど
は
飛
行
を
使
っ
て
い
る
の
で
、
も
う
直
ぐ
到
着
す
る

フ
ラ
イ

と
は
思
う
の
だ
が
な
。

　
と
、
ど
う
や
ら
考
え
事
を
し
て
い
る
間
に
街
が
見
え
て
き
た
よ
う
だ
な
。

　「
ふ
む
、
あ
れ
が
陳
留
か
」

　　
割
と
大
き
な
街
で
は
あ
る
が
…
…
随
分
と
大
き
な
城
壁
に
囲
ま
れ
て
い
る
な
。

　
こ
の
世
界
の
都
市
は
、
ど
こ
も
あ
あ
い
っ
た
造
り
な
の
だ
ろ
う
か
。

　
あ
れ
で
は
住
民
の
息
が
詰
ま
っ
て
し
ま
い
そ
う
だ
が
…
…
ま
ぁ
、
三
国
志
は

確
か
群
雄
割
拠
の
時
代
の
は
ず
だ
か
ら
、
都
市
を
守
る
為
に
も
あ
あ
い
っ
た
城

壁
が
必
要
な
の
か
も
し
れ
ん
な
。

　
家
の
領
地
で
は
、
街
や
村
に
城
壁
は
無
か
っ
た
な
、
柵
は
あ
っ
た
が
。

　
ま
ぁ
、
家
の
領
地
に
不
当
な
真
似
を
し
よ
う
と
い
う
愚
か
者
は
、
ほ
と
ん
ど

存
在
し
な
か
っ
た
か
ら
な
ぁ
。

　
そ
の
よ
う
な
事
を
し
よ
う
も
の
な
ら
、
直
轄
軍
に
よ
り
即
時
殲
滅
さ
れ
て
い

た
か
ら
な
ぁ
。

　「
懐
か
し
い
も
の
だ
な
…
…
さ
て
、
街
に
入
る
と
す
る
か
」

　　
街
の
入
り
口
に
あ
た
る
大
き
な
門
の
前
に
門
番
が
い
る
が
、
普
通
に
通
れ
て

し
ま
っ
た
。

　
自
分
で
言
う
の
も
な
ん
だ
が
、
服
装
な
ど
か
ら
呼
び
止
め
ら
れ
る
と
思
っ
て

い
た
の
だ
が
な
…
…
い
い
の
だ
ろ
う
か
。
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※
主
人
公
の
服
は
、
ハ
ル
ケ
ギ
ニ
ア
製
の
ス
ー
ツ
で
す
。

　
元
々
着
て
い
た
服
を
ベ
ー
ス
に
作
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
ハ
ル
ケ
ギ
ニ
ア
で
は
、
定
番
の
貴
族
服
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　　　
…
…

　
…
…
…
…

　　■
■
■
■
■
■
陳
留
■
■
■
■
■
■

　　
ふ
む
、
こ
こ
が
陳
留
か
、
村
人
に
聞
い
た
と
お
り
賑
わ
っ
て
い
る
な
。

　
商
店
も
多
い
よ
う
だ
し
、
こ
の
都
市
の
領
主
は
な
か
な
か
に
い
い
領
主
の
よ

う
だ
な
。

　　
し
か
し
、
こ
の
都
市
に
来
て
思
っ
た
が
、
や
は
り
こ
の
世
界
は
ど
う
や
ら
古

代
中
国
で
間
違
い
な
い
よ
う
だ
な
。

　
生
活
様
式
や
建
物
な
ど
を
見
る
限
り
、
明
ら
か
に
中
国
っ
ぽ
い
か
ら
な
。

　
ま
ぁ
、
中
国
の
景
色
な
ど
は
既
に
お
ぼ
ろ
げ
で
は
あ
る
の
だ
が
。

　　
ぐ
ぅ
ぅ
…
…

　　
ふ
む
、
そ
う
い
え
ば
昼
飯
が
ま
だ
だ
っ
た
な
。

　
丁
度
い
い
、
そ
こ
の
店
で
食
べ
て
い
く
か
、
幸
い
金
に
関
し
て
は
盗
賊
の
財

宝
か
ら
失
敬
し
た
分
が
あ
る
か
ら
問
題
な
か
ろ
う
。

　「
い
ら
っ
し
ゃ
い
！
」

「
店
主
、
す
ま
な
い
が
、
店
主
の
お
勧
め
を
頂
け
る
か
」

「
へ
い
！
」
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店
主
が
作
り
始
め
た
の
は
…
…
ふ
む
、
麻
婆
豆
腐
か
。

　
そ
う
い
え
ば
、
マ
チ
ル
ダ
が
結
構
好
き
だ
っ
た
な
。

　
ル
イ
ズ
や
テ
フ
ァ
は
、
辛
い
か
ら
苦
手
だ
っ
た
よ
う
だ
け
ど
な
。

　「
へ
い
、
お
待
ち
！
」

　　
で
は
頂
く
と
す
る
か
…
…
ふ
む
、
美
味
い
な
。

　
辛
さ
も
丁
度
い
い
し
、
や
は
り
本
場
の
味
と
い
う
の
は
違
う
な
。

　
出
来
れ
ば
レ
シ
ピ
が
欲
し
い
と
こ
ろ
で
は
あ
る
な
。

　「
き
ゃ
あ
！
」

「
お
、
お
い
、
誰
か
兵
士
の
人
呼
ん
で
来
い
」

　　
む
、
何
か
起
き
た
の
か
？

　
見
に
行
っ
て
み
る
か
。

　「
店
主
、
少
し
様
子
を
見
て
来
る
の
で
、
こ
の
ま
ま
置
い
て
お
い
て
く
れ
る
か
」

「
へ
、
へ
ぇ
…
…
そ
り
ゃ
構
い
ま
せ
ん
が
」

「
す
ま
ん
な
」

　　
恐
ら
く
暴
漢
で
も
出
た
の
だ
ろ
う
。

　
こ
の
時
代
だ
と
、
ま
と
も
な
警
察
組
織
な
ど
無
い
だ
ろ
う
か
ら
な
。

　
そ
う
い
っ
た
輩
が
入
り
込
ん
で
い
て
も
不
思
議
は
無
い
。

　
ま
ぁ
、
最
悪
は
私
が
対
処
す
れ
ば
問
題
は
無
い
。

　　　
…
…

　
…
…
…
…
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■
■
■
■
■
■
事
件
現
場
■
■
■
■
■
■

　　
さ
て
、
事
件
現
場
に
や
っ
て
来
た
が
…
…
ど
う
や
ら
暴
漢
が
子
供
を
人
質
に

取
っ
て
い
る
よ
う
だ
な
。

　
し
か
し
あ
の
暴
漢
…
…
恐
ら
く
な
ん
ら
か
の
薬
を
や
っ
て
い
る
な
。

　
明
ら
か
に
正
常
な
目
を
し
て
い
な
い
。

　
下
手
に
刺
激
す
れ
ば
、
あ
の
子
供
の
命
が
危
険
だ
な
。

　「
道
を
空
け
な
さ
い
！
」

「
そ
、
曹
操
様
！
」

「
華
琳
様
、
ど
う
や
ら
あ
の
男
の
よ
う
で
す
」

「
ど
う
す
る
ん
だ
い
、
華
琳
」

「
決
ま
っ
て
い
る
わ
、
私
の
領
内
で
不
埒
な
真
似
は
許
さ
な
い
わ
よ
」

　　
ほ
う
、
あ
れ
が
村
人
か
ら
聞
い
た
陳
留
の
領
主
の
曹
操
か
…
…
ふ
む
、
そ
こ

そ
こ
な
覇
気
だ
な
。

　
そ
れ
に
お
供
を
し
て
い
る
女
も
な
か
な
か
の
剣
の
腕
だ
な
。

　
し
か
し
、
あ
の
少
年
の
服
装
…
…
あ
れ
は
明
ら
か
に
現
代
社
会
の
制
服
だ
な
、

ち
と
派
手
で
は
あ
る
が
。

　
と
な
る
と
、
私
以
外
に
も
別
の
世
界
か
ら
来
た
人
間
が
居
る
と
い
う
事
か
。

　
出
来
れ
ば
彼
と
少
し
話
を
し
て
み
た
い
が
…
…

　「
そ
の
子
供
を
放
し
な
さ
い
！
」

「
へ
、
へ
へ
、
話
し
て
欲
し
け
り
ゃ
、
か
、
金
と
馬
を
用
意
し
な
！
」

「
こ
の
状
態
で
逃
げ
ら
れ
る
と
で
も
思
っ
て
い
る
の
か
し
ら
」

「
な
、
な
ら
、
こ
の
ガ
キ
も
殺
す
ま
で
よ
…
…
へ
へ
へ
…
…
」

　　
い
か
ん
な
、
既
に
正
常
な
判
断
も
出
来
ぬ
状
態
に
な
っ
て
い
る
か
…
…
こ
の

ま
ま
で
は
子
供
の
命
が
危
な
い
。

　
は
ぁ
…
…
子
供
を
救
う
為
だ
、
で
し
ゃ
ば
る
事
に
な
る
が
致
し
方
あ
る
ま
い
。
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　「
す
ま
ん
が
手
を
出
さ
せ
て
貰
う
ぞ
」

「
誰
か
し
ら
、
貴
方
」

「
私
が
誰
か
な
ど
ど
う
で
も
い
い
、
子
供
が
危
険
な
の
で
な
。
『
加
速
』
」

　　
さ
て
と
、
相
手
が
気
が
付
か
な
い
間
に
子
供
を
回
収
っ
と
…
…
そ
れ
と
相
手

の
武
器
も
奪
っ
て
お
い
て
…
…
よ
し
、
こ
れ
で
い
い
。

　
さ
て
、
そ
ろ
そ
ろ
『
加
速
』
の
有
効
時
間
が
切
れ
る
な
。

　「
…
…
は
、
は
れ
、
ガ
、
ガ
キ
が
い
ね
ぇ
！
」

「
探
し
物
は
こ
こ
か
ね
」

「
て
、
て
め
ぇ
！
」

『
ス
ト
ッ
プ
』

「
こ
、
今
度
は
体
が
…
…
な
、
何
し
や
が
っ
た
！
」

「
さ
ぁ
、
そ
こ
の
領
主
一
行
、
相
手
は
動
け
ん
、
捕
ら
え
る
な
ら
今
だ
ぞ
」

「
…
…
し
ゅ
、
春
蘭
！
」

「
は
、
は
は
っ
！
」

　　
ふ
む
、
こ
れ
で
一
件
落
着
か
ね
。

　
余
り
目
立
ち
た
く
は
無
い
が
、
ま
ぁ
、
子
供
の
為
だ
致
し
方
あ
る
ま
い
な
。

　「
お
嬢
ち
ゃ
ん
、
怪
我
は
無
か
っ
た
か
」

「
う
、
う
ん
…
…
」

「
お
母
さ
ん
は
ど
こ
か
ね
？
」

「
う
ん
と
ね
…
…
あ
、
お
母
さ
ん
！
」

「
璃
々
！
」

　　
ほ
う
、
あ
れ
が
こ
の
娘
の
母
親
か
…
…
ふ
む
、
恐
ら
く
弓
を
使
う
よ
う
だ
な
。

　
そ
れ
に
…
…
な
ん
だ
か
容
姿
が
生
前
の
ソ
フ
ィ
ー
ネ
や
テ
フ
ァ
を
思
い
出
さ

せ
る
な
。
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そ
れ
で
は
お
返
し
す
る
と
し
よ
う
か
。

　「
ほ
ら
、
お
母
さ
ん
心
配
し
て
い
る
ぞ
、
行
き
な
さ
い
」

「
う
ん
、
あ
り
が
と
う
、
お
兄
ち
ゃ
ん
！
」

「
ふ
ふ
、
ど
う
い
た
し
ま
し
て
」

「
あ
あ
、
よ
か
っ
た
、
璃
々
…
…
」

　　
ふ
ふ
、
や
は
り
親
子
の
抱
擁
と
い
う
の
は
何
時
見
て
も
い
い
も
の
だ
な
。

　
し
か
し
、
本
当
に
私
も
お
人
好
し
だ
な
。

　
こ
の
性
格
だ
け
は
、
ど
う
に
も
治
ら
ん
よ
う
だ
な
。

　「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
、
娘
を
助
け
て
い
た
だ
い
て
」

「
何
、
構
わ
ぬ
さ
、
幼
子
が
危
険
な
ら
ば
助
け
る
の
が
人
の
道
と
い
う
も
の
だ
」

「
申
し
遅
れ
ま
し
た
、
私
、
姓
は
黄
 

名
は
忠
 

字
は
漢
升
と
申
し
ま
す
」

わ
た
く
し

「
私
は
…
…
藤
崎
充
と
申
す
。
あ
い
に
く
と
旅
人
で
な
、
字
と
い
う
も
の
は
無

い
の
だ
よ
。
」

「
そ
う
で
し
た
か
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
何
れ
ま
た
お
会
い
出

来
ま
し
た
ら
是
非
御
礼
を
。
」

「
気
に
す
る
事
は
無
い
、
娘
さ
ん
が
無
事
で
何
よ
り
だ
」

「
あ
り
が
と
、
お
兄
ち
ゃ
ん
…
…
（
ち
ゅ
」

「
こ
、
こ
ら
璃
々
」

「
は
は
は
、
こ
れ
は
素
敵
な
ご
褒
美
だ
、
お
母
さ
ん
を
大
事
に
な
、
お
嬢
ち
ゃ

ん
」

「
う
ん
♪
」

　　
ふ
ふ
、
や
は
り
子
供
の
笑
顔
は
一
番
い
い
な
。

　
あ
の
娘
は
、
あ
れ
だ
な
、
テ
フ
ァ
と
の
間
に
出
来
た
娘
に
よ
く
似
て
い
る
な
。

　
あ
の
娘
も
元
気
で
明
る
い
娘
だ
っ
た
か
ら
な
…
…

　「
そ
こ
の
貴
方
」
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「
ん
？
　
あ
あ
、
先
ほ
ど
の
領
主
一
行
か
、
私
に
何
か
用
か
ね
」

「
ち
ょ
っ
と
話
を
聞
き
た
い
の
だ
け
れ
ど
」

「
ふ
む
…
…
」

「
貴
様
、
華
琳
様
が
来
い
と
言
っ
て
い
る
の
だ
、
大
人
し
く
来
い
！
」

　　
や
れ
や
れ
、
相
手
の
都
合
も
考
え
ぬ
の
か
ね
こ
の
娘
は
…
…
こ
れ
は
典
型
的

な
脳
筋
タ
イ
プ
だ
な
。

　
そ
う
い
え
ば
、
新
生
し
た
ア
ル
ビ
オ
ン
の
将
軍
に
も
似
た
の
が
い
た
な
。

　
余
り
に
も
考
え
な
し
な
の
で
、
ウ
ェ
ー
ル
ズ
か
ら
の
要
請
で
一
度
徹
底
的
に

矯
正
し
た
事
が
あ
っ
た
な
。

　「
す
ま
ん
が
食
事
の
最
中
だ
っ
た
の
で
な
、
悪
い
が
遠
慮
さ
せ
て
頂
こ
う
」

　　
と
、
私
が
断
っ
た
と
こ
ろ
、
明
ら
か
に
あ
の
脳
筋
娘
が
こ
ち
ら
に
殺
気
を
飛

ば
し
て
き
た
。

　
ま
ぁ
、
別
段
ど
う
と
い
う
事
は
無
い
の
だ
が
ね
。

　
義
母
上
の
本
気
の
殺
気
に
比
べ
れ
ば
、
児
戯
に
も
等
し
い
…
…
い
か
ん
、
思

い
出
す
と
ト
ラ
ウ
マ
が
。

　「
あ
の
…
…
す
み
ま
せ
ん
」

「
…
…
何
か
ね
少
年
」

「
貴
方
の
そ
の
服
…
…
そ
れ
っ
て
ス
ー
ツ
で
す
よ
ね
？
」

「
ふ
む
、
そ
う
い
う
君
は
ど
う
や
ら
学
生
の
よ
う
だ
ね
。
見
た
と
こ
ろ
高
校
生

か
ね
。
」

「
や
っ
ぱ
り
！
　
貴
方
、
日
本
を
知
っ
て
る
ん
で
す
か
？
」

「
知
っ
て
る
も
何
も
、
私
は
元
々
日
本
人
だ
、
生
粋
の
な
」

「
…
…
！
　
あ
、
あ
の
、
是
非
話
を
聞
か
せ
て
欲
し
い
ん
で
す
！
」

「
ふ
む
…
…
」

　　
こ
の
少
年
の
方
か
ら
話
を
振
っ
て
く
る
と
は
な
…
…
丁
度
い
い
か
、
彼
に
聞
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い
て
み
た
い
事
も
あ
る
し
な
。

　
そ
れ
に
、
彼
の
服
装
か
ら
す
れ
ば
高
校
生
…
…
と
い
う
事
は
三
国
志
に
つ
い

て
も
多
少
な
り
と
も
情
報
を
持
っ
て
い
る
可
能
性
は
あ
る
。

　
と
な
れ
ば
、
今
の
何
も
わ
か
ら
な
い
現
状
を
打
開
す
る
為
に
も
、
彼
と
話
を

す
る
の
は
得
策
だ
な
。

　「
…
…
わ
か
っ
た
、
私
も
君
と
は
話
を
し
て
み
た
い
」

「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！
」

「
と
言
う
訳
だ
、
済
ま
ぬ
が
店
主
に
勘
定
を
払
っ
て
く
る
の
で
少
々
待
っ
て
い

た
だ
け
る
か
ね
」

「
え
え
、
構
わ
な
い
わ
」

「
で
は
…
…
」

　　
そ
れ
か
ら
程
な
く
し
て
店
主
に
事
情
を
話
し
勘
定
を
払
っ
た
。

　
ま
ぁ
、
出
し
た
金
が
多
す
ぎ
る
と
店
主
が
び
っ
く
り
し
て
い
た
が
、
私
に
は

あ
ま
り
意
味
は
無
い
の
で
そ
の
ま
ま
渡
し
て
お
い
た
。

　　
さ
て
こ
れ
か
ら
あ
の
少
年
と
話
を
す
る
訳
だ
が
…
…
ど
う
に
も
あ
の
少
年
、

私
が
ハ
ル
ケ
ギ
ニ
ア
に
召
喚
さ
れ
た
と
き
と
同
じ
よ
う
な
状
況
で
こ
の
世
界
に

来
た
の
か
も
し
れ
ん
な
。

　
私
も
あ
の
時
は
着
の
身
着
の
ま
ま
だ
っ
た
か
ら
な
ぁ
…
…
思
え
ば
よ
く
生
き

て
い
た
も
の
だ
。

　
あ
の
頃
の
ル
イ
ズ
と
い
っ
た
ら
…
…
今
思
い
出
す
と
面
白
い
な
。

　　
和
解
し
て
か
ら
と
い
う
も
の
妹
と
し
て
か
な
り
可
愛
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
か

ら
な
ぁ
。

　
よ
く
エ
レ
ン
に
怒
ら
れ
た
も
の
だ
、
ル
イ
ズ
に
甘
す
ぎ
る
と
。

　
あ
れ
だ
な
、
末
っ
子
と
い
う
の
は
何
時
ま
で
も
甘
や
か
さ
れ
る
も
の
だ
な
。

　
ま
ぁ
タ
バ
サ
が
嫁
に
な
っ
て
か
ら
は
、
一
番
下
は
タ
バ
サ
に
な
っ
た
が
結
局

妹
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
た
の
は
ル
イ
ズ
だ
っ
た
か
ら
な
ぁ
。
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と
、
昔
を
懐
か
し
ん
で
い
る
場
合
で
は
無
い
か
。

　
あ
の
少
年
の
話
と
い
う
の
は
、
恐
ら
く
私
の
素
性
に
関
す
る
話
だ
ろ
う
な
。

　
そ
れ
と
、
ど
う
や
っ
て
こ
の
世
界
に
来
た
か
…
…
と
い
う
と
こ
ろ
か
。

　
ま
ぁ
、
バ
カ
正
直
に
話
す
必
要
は
無
い
。

　
細
か
い
部
分
に
つ
い
て
は
ボ
カ
し
て
お
く
べ
き
だ
ろ
う
な
。

　　
そ
れ
と
あ
の
曹
操
と
い
う
娘
…
…
な
に
や
ら
私
を
値
踏
み
す
る
よ
う
な
目
つ

き
だ
っ
た
な
。

　
恐
ら
く
配
下
に
で
も
加
え
よ
う
と
い
う
魂
胆
な
の
だ
ろ
う
な
。

　
私
は
誰
に
従
う
つ
も
り
も
な
い
が
…
…
私
を
従
わ
せ
ら
れ
る
の
は
、
私
自
身

だ
け
だ
し
な
。

　
ま
ぁ
と
り
あ
え
ず
は
、
あ
の
少
年
か
ら
こ
の
世
界
の
情
報
を
手
に
入
れ
る
と

し
よ
う
。

　
そ
れ
が
済
み
次
第
、
さ
っ
さ
と
お
さ
ら
ば
さ
せ
て
頂
く
と
し
よ
う
か
ね
。
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第
二
幕
：
陳
留
の
曹
操
と
…
…
（
後
書
き
）

今
回
は
ち
ょ
い
役
で
、
紫
苑
と
璃
々
ち
ゃ
ん
に
出
て
い
た
だ
き
ま
し
た
…
…

す
ん
ま
せ
ん
！

紫
苑
と
璃
々
ち
ゃ
ん
、
め
っ
ち
ゃ
好
き
な
ん
で
す
！

描
い
て
る
間
に
、
何
故
か
こ
の
よ
う
な
内
容
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
て
…
…
本

来
は
モ
ブ
キ
ャ
ラ
に
し
よ
う
か
と
思
っ
た
の
で
す
が
、
ど
う
せ
だ
か
ら
原
作
キ

ャ
ラ
で
と
思
い
ま
し
て
、
子
持
ち
と
い
え
ば
紫
苑
お
姉
さ
ん
！
と
言
う
訳
で
出

し
ま
し
た
。

何
れ
ま
た
、
紫
苑
と
璃
々
ち
ゃ
ん
は
出
す
予
定
で
す
。

ほ
い
で
は
！
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第
三
幕
：
一
刀
と
の
出
会
い
（
前
書
き
）

今
回
で
曹
操
と
の
話
し
合
い
は
終
わ
り
で
す
。
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第
三
幕
：
一
刀
と
の
出
会
い

　
さ
て
、
曹
操
ら
に
連
れ
ら
れ
て
陳
留
の
領
主
館
に
着
い
た
訳
だ
が
…
…
無
駄

に
で
か
い
な
。

　
ど
う
や
ら
行
政
府
を
兼
ね
て
い
る
よ
う
だ
な
、
先
ほ
ど
か
ら
文
官
と
思
し
き

者
が
何
人
か
通
っ
て
い
る
。

　
や
た
ら
と
女
性
が
多
い
気
が
す
る
が
…
…
こ
の
世
界
で
は
女
性
が
優
位
な
の

か
も
し
れ
ん
な
。

　
ま
ぁ
、
そ
れ
も
悪
い
事
で
は
な
い
、
む
し
ろ
女
性
が
強
い
世
界
の
方
が
何
か

と
纏
ま
り
や
す
い
ら
し
い
か
ら
な
。

　　
し
か
し
、
服
装
が
目
立
つ
せ
い
な
の
か
わ
か
ら
ん
が
や
た
ら
と
見
ら
れ
る
な
。

　
そ
の
上
、
一
部
は
ど
う
も
敵
対
的
な
眼
を
し
て
い
る
。

　
ど
う
や
ら
私
は
あ
ま
り
歓
迎
は
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
だ
な
。

　
ま
ぁ
、
ど
う
で
も
い
い
事
だ
が
。

　「
こ
こ
よ
」

「
ふ
む
…
…
」

　　
見
た
感
じ
謁
見
の
間
と
い
っ
た
と
こ
ろ
か
。

　
に
し
て
は
、
随
分
と
せ
ま
い
気
も
す
る
の
だ
が
な
。

　
ま
ぁ
、
王
宮
の
謁
見
の
間
な
ど
に
比
べ
て
は
い
か
ん
か
。

　「
話
を
す
る
前
に
自
己
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。
私
は
姓
は
曹
 

名
は
操
 

字
は
孟

徳
よ
」

「
ご
丁
寧
に
痛
み
入
る
。
私
は
藤
崎
充
と
申
す
。
残
念
な
が
ら
こ
の
国
の
人
間

で
は
無
い
の
で
な
、
字
と
い
う
も
の
は
無
い
。
」

「
や
っ
ぱ
り
そ
の
名
前
日
本
人
で
す
ね
。
あ
、
俺
は
北
郷
一
刀
っ
て
言
い
ま
す
。

」
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「
そ
う
か
、
よ
ろ
し
く
な
北
郷
君
」

「
は
い
、
藤
崎
さ
ん
」

　　
ふ
む
、
な
か
な
か
素
直
そ
う
な
少
年
だ
な
。

　
そ
れ
に
多
少
な
り
と
も
武
術
を
や
っ
て
い
る
よ
う
だ
…
…
恐
ら
く
剣
術
だ
な
。

　
ま
ぁ
、
か
じ
っ
た
程
度
の
よ
う
だ
し
、
他
の
者
に
比
べ
れ
ば
ま
だ
ま
だ
だ
が

な
。

　「
随
分
と
一
刀
と
親
し
げ
ね
」

「
ま
ぁ
、
久
し
ぶ
り
に
会
う
同
郷
の
者
だ
か
ら
な
、
そ
れ
で
曹
操
、
君
の
話
と

い
う
の
は
何
か
ね
？
」

「
単
刀
直
入
に
言
う
わ
、
貴
方
、
私
の
部
下
に
な
ら
な
い
？
」

　　
や
は
り
そ
う
言
う
話
か
、
ま
ぁ
予
想
通
り
で
は
あ
る
な
。

　
と
は
い
え
、
部
下
に
な
る
つ
も
り
は
一
切
無
い
の
だ
が
ね
。

　
私
は
誰
に
も
従
う
つ
も
り
は
無
い
の
で
な
。

　
ま
ぁ
、
協
力
な
ら
し
て
も
い
い
の
か
も
し
れ
ん
が
な
。

　「
ふ
む
…
…
部
下
に
ね
」

「
ど
う
か
し
ら
」

「
悪
い
が
断
ら
せ
て
い
た
だ
こ
う
、
私
は
誰
に
従
う
つ
も
り
も
無
い
の
で
な
」

「
貴
様
！
　
華
琳
様
の
お
言
葉
を
二
度
も
！
　
許
せ
ん
！
！
」

「
し
ゅ
、
春
蘭
！
」

　　
脳
筋
娘
が
血
相
変
え
て
斬
り
か
か
っ
て
来
る
が
、
は
っ
き
り
言
っ
て
止
ま
っ

て
見
え
る
な
。

　
本
気
を
出
し
た
義
母
上
や
、
お
互
い
に
加
速
状
態
で
剣
の
稽
古
を
し
て
い
た

ジ
ョ
ゼ
フ
に
比
べ
れ
ば
…
…

　
や
れ
や
れ
、
こ
の
程
度
の
事
で
一
々
頭
に
血
を
昇
ら
せ
る
と
は
…
…
側
近
と

し
て
程
度
が
知
れ
る
と
い
う
も
の
だ
な
。
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　「
話
の
邪
魔
だ
小
娘
」

「
が
っ
？
！
」

「
春
蘭
！
」

　　
少
し
覇
気
を
出
し
、
脳
筋
娘
と
そ
の
主
で
あ
る
曹
操
を
け
ん
制
し
て
お
く
。

　
序
に
脳
筋
娘
は
面
倒
な
の
で
意
識
を
刈
り
取
っ
て
お
い
た
。

　
ど
う
し
て
こ
う
脳
筋
気
質
の
奴
は
…
…
も
う
少
し
理
性
的
に
な
る
事
を
覚
え

て
欲
し
い
も
の
だ
。

　
そ
れ
と
、
部
下
の
不
始
末
は
主
の
不
始
末
と
い
う
事
を
わ
き
ま
え
て
貰
い
た

い
も
の
だ
な
。

　「
そ
れ
と
、
後
ろ
で
弓
を
構
え
て
い
る
者
、
そ
れ
を
放
て
ば
君
が
死
ぬ
ぞ
」

「
…
…
！
」

「
…
…
気
が
付
い
て
い
た
の
ね
」

「
当
た
り
前
だ
、
ま
ぁ
、
別
に
あ
の
程
度
な
ら
眼
を
瞑
っ
て
も
避
け
ら
れ
る
が

ね
」

「
…
…
一
体
何
者
な
の
よ
、
仮
に
も
春
蘭
は
私
の
軍
で
は
最
強
を
誇
る
の
よ
、

そ
れ
を
あ
あ
も
簡
単
に
」

「
は
は
は
、
こ
の
程
度
で
最
強
な
ど
と
言
わ
れ
て
は
な
。
私
の
義
母
上
に
比
べ

れ
ば
赤
子
の
よ
う
な
も
の
だ
。
」

「
…
…
一
体
ど
ん
な
怪
物
よ
」

「
怪
物
な
ど
生
易
し
い
、
あ
れ
は
最
早
存
在
自
体
が
世
界
の
歪
み
だ
。
ま
ぁ
、

普
段
は
非
常
に
優
し
い
方
だ
が
な
。
」

　　
う
む
、
義
母
上
も
普
段
は
非
常
に
優
し
い
方
だ
っ
た
か
ら
な
。

　
た
だ
、
少
々
戦
闘
中
毒
気
味
と
い
う
か
…
…
暴
走
癖
と
い
う
か
、
そ
う
い
っ

た
も
の
が
あ
る
だ
け
だ
。

　
子
供
達
や
孫
達
も
非
常
に
懐
い
て
い
た
か
ら
な
ぁ
…
…
あ
あ
、
そ
う
い
え
ば
、

義
母
上
が
作
っ
た
ク
ッ
ク
ベ
リ
ー
パ
イ
は
美
味
か
っ
た
な
ぁ
。
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　「
話
が
逸
れ
た
が
、
先
ほ
ど
も
言
っ
た
通
り
君
の
勧
誘
は
断
ら
せ
て
い
た
だ
く
」

「
…
…
は
ぁ
、
何
度
言
っ
て
も
無
駄
み
た
い
ね
」

「
ち
ょ
っ
と
あ
ん
た
、
華
琳
様
の
お
誘
い
を
断
る
な
ん
て
ど
う
い
う
つ
も
り
よ

！
」

「
止
め
な
さ
い
桂
花
」

「
で
、
で
も
、
華
琳
様
！
」

「
彼
が
そ
の
気
に
な
れ
ば
、
恐
ら
く
私
達
全
員
殺
さ
れ
る
わ
よ
」

「
ふ
む
、
流
石
に
領
主
を
や
る
だ
け
は
あ
る
な
、
よ
く
わ
か
っ
て
い
る
じ
ゃ
な

い
か
」

「
…
…
先
ほ
ど
の
覇
気
、
正
直
生
き
た
心
地
が
し
な
か
っ
た
も
の
」

「
ま
ぁ
、
君
だ
け
に
向
け
た
か
ら
な
」

「
一
先
ず
部
下
の
非
礼
は
お
詫
び
す
る
わ
」

「
構
わ
ぬ
さ
」

　　
判
断
力
は
な
か
な
か
の
も
の
だ
な
、
相
手
が
格
上
で
あ
る
と
い
う
事
は
わ
か

る
ら
し
い
。

　
ま
ぁ
、
こ
う
い
っ
た
権
力
者
と
い
う
の
は
、
得
て
し
て
相
手
の
実
力
を
認
め

な
い
者
が
多
い
。

　
相
手
の
実
力
を
判
断
し
認
め
る
事
が
出
来
る
器
を
持
つ
者
が
、
権
力
者
と
し

て
更
な
る
高
み
へ
昇
る
事
が
出
来
る
。

　
彼
女
は
な
か
な
か
の
器
を
持
っ
て
い
る
な
。

　
何
れ
は
素
晴
ら
し
い
政
治
家
と
な
れ
る
事
だ
ろ
う
。

　
今
は
ま
だ
若
い
か
ら
な
、
経
験
を
積
ま
ね
ば
な
る
ま
い
。

　「
あ
の
、
藤
崎
さ
ん
」

「
何
か
ね
、
北
郷
君
」

「
貴
方
は
一
体
ど
う
や
っ
て
こ
の
世
界
に
…
…
」

「
ふ
む
…
…
出
来
れ
ば
あ
ま
り
人
に
は
聞
か
せ
た
く
無
い
話
な
の
だ
が
」

「
な
、
な
ら
、
俺
と
二
人
だ
け
で
話
し
ま
し
ょ
う
」
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「
ち
ょ
っ
と
一
刀
」

「
ご
め
ん
華
琳
、
ど
う
し
て
も
藤
崎
さ
ん
の
話
を
聞
き
た
い
ん
だ
」

「
…
…
は
ぁ
、
言
っ
て
も
聞
か
な
そ
う
ね
」

「
ご
め
ん
…
…
で
も
…
…
」

「
も
う
、
わ
か
っ
た
わ
よ
、
後
で
可
能
な
部
分
だ
け
は
報
告
な
さ
い
」

「
あ
り
が
と
う
、
華
琳
。
じ
ゃ
あ
藤
崎
さ
ん
、
着
い
て
来
て
下
さ
い
。
」

「
わ
か
っ
た
」

　　
そ
う
し
て
、
北
郷
君
に
連
れ
ら
れ
場
所
を
移
し
、
私
が
こ
の
世
界
に
来
た
際

の
出
来
事
を
話
し
て
聞
か
せ
た
。

　
大
層
驚
い
て
い
た
が
、
自
分
自
身
も
妙
な
体
験
を
し
て
い
る
関
係
上
、
疑
う

事
無
く
話
し
を
聞
い
て
く
れ
た
。

　
し
か
し
、
魔
法
の
事
な
ど
に
つ
い
て
は
話
し
て
い
な
い
。

　
特
殊
な
力
が
あ
る
と
わ
か
れ
ば
、
後
ろ
に
い
る
曹
操
が
ま
た
勧
誘
し
て
来
な

い
と
も
限
ら
ん
。

　
そ
れ
に
、
あ
ま
り
目
立
つ
の
は
面
倒
だ
か
ら
な
。

　「
と
ま
ぁ
、
私
の
方
は
そ
う
い
う
訳
で
な
」

「
そ
、
そ
ん
な
事
が
…
…
俺
よ
り
凄
い
体
験
で
す
ね
」

「
ま
ぁ
、
二
度
目
に
な
る
か
ら
な
、
あ
る
意
味
で
は
慣
れ
た
の
か
も
し
れ
ん
」

「
そ
、
そ
う
で
す
か
…
…
」

「
そ
れ
と
北
郷
君
、
私
か
ら
も
幾
つ
か
聞
き
た
い
の
だ
が
い
い
か
ね
？
」

「
あ
、
は
い
、
俺
で
答
え
ら
れ
る
事
な
ら
」

　　
変
わ
っ
て
今
度
は
私
の
方
か
ら
質
問
し
、
彼
か
ら
こ
の
世
界
に
つ
い
て
幾
つ

か
聞
い
て
み
た
と
こ
ろ
や
は
り
三
国
志
の
時
代
で
間
違
い
な
い
よ
う
だ
。

　
ま
ぁ
、
彼
が
言
う
に
は
主
だ
っ
た
武
将
が
全
て
女
性
ら
し
い
の
だ
が
…
…
確

か
三
国
志
に
出
て
来
る
武
将
は
ほ
と
ん
ど
が
男
だ
っ
た
は
ず
だ
が
…
…
謎
だ
な
。

　　
そ
れ
と
、
彼
に
今
後
起
こ
り
う
る
出
来
事
に
つ
い
て
詳
し
く
聞
い
て
お
い
た
。
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黄
巾
の
乱
と
い
う
戦
や
、
霊
帝
の
崩
御
、
反
董
卓
連
合
な
ど
な
ど
戦
の
目
白

押
し
だ
な
。

　
そ
れ
ら
の
戦
や
重
要
な
出
来
事
に
つ
い
て
、
更
に
詳
し
く
聞
き
、
誰
が
何
を

し
、
ど
う
い
っ
た
事
を
起
こ
す
の
か
ま
で
彼
が
知
り
う
る
限
り
を
聞
い
て
お
い

た
。

　　
最
終
的
に
そ
れ
ら
を
纏
め
る
と
、
『
魏
』
『
呉
』
『
蜀
』
と
い
う
三
国
が
覇

権
を
争
う
事
に
な
る
よ
う
だ
。

『
魏
』
と
い
の
は
、
曹
操
が
治
め
る
国
、
『
呉
』
は
『
孫
策
』
、
『
蜀
』
は
『

劉
備
』
と
い
う
者
が
そ
れ
ぞ
れ
治
め
る
よ
う
だ
。

　
大
体
は
飲
み
込
め
た
が
、
後
で
念
の
為
に
書
に
纏
め
て
お
こ
う
。

　　
し
か
し
、
今
回
も
面
倒
な
世
界
に
来
て
し
ま
っ
た
よ
う
だ
な
。

　
や
れ
や
れ
、
ど
う
し
て
私
は
何
時
ま
で
経
っ
て
も
厄
介
事
か
ら
解
放
さ
れ
な

い
の
か
ね
。

　
義
母
上
の
呪
い
だ
ろ
う
か
…
…
真
剣
に
悩
む
な
。

　「
な
る
ほ
ど
、
酷
く
面
倒
な
世
界
に
来
て
し
ま
っ
た
な
」

「
俺
も
ま
だ
半
信
半
疑
な
ん
で
す
け
ど
ね
…
…
」

「
状
況
的
に
は
間
違
い
は
無
か
ろ
う
、
そ
れ
に
黄
巾
の
乱
に
つ
い
て
は
既
に
兆

候
が
出
て
い
る
よ
う
だ
し
な
」

「
え
え
…
…
」

　「
と
な
る
と
、
こ
れ
か
ら
戦
か
…
…
君
も
気
を
つ
け
て
お
く
と
い
い
、
戦
の
際

は
後
方
に
居
た
と
し
て
も
、
状
況
次
第
で
は
人
を
殺
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
か
も
し
れ

ん
か
ら
な
」

　「
…
…
」

　　
こ
の
少
年
は
恐
ら
く
人
殺
し
な
ど
出
来
ま
い
な
。
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ま
ぁ
、
人
を
殺
す
事
と
い
う
の
は
、
な
か
な
か
踏
ん
切
り
が
着
く
も
の
で
は

無
い
か
ら
な
。

　
私
が
最
初
に
人
を
殺
し
た
の
は
、
ア
ル
ビ
オ
ン
の
内
乱
の
際
の
あ
の
ニ
ュ
ー

カ
ッ
ス
ル
城
で
の
攻
防
だ
っ
た
が
、
あ
れ
は
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
の
力
を
使
っ
た

の
で
私
が
直
接
的
に
手
を
下
し
た
訳
で
は
無
い
が
…
…
ま
ぁ
、
あ
れ
も
人
殺
し

に
は
変
わ
り
は
な
い
。

　
直
接
手
を
下
さ
ず
と
も
、
結
局
、
戦
争
な
ど
で
人
を
殺
す
の
は
上
に
居
る
者

の
殺
意
だ
か
ら
な
。

　
そ
の
事
を
彼
も
自
覚
し
て
お
か
ね
ば
…
…
最
悪
の
場
合
、
心
が
壊
れ
る
な
。

　「
い
い
か
ね
、
北
郷
君
、
こ
れ
だ
け
は
覚
え
て
お
き
な
さ
い
。
君
が
直
接
手
を

下
さ
ず
と
も
、
君
が
人
の
上
に
立
つ
以
上
、
君
の
殺
意
が
多
く
の
人
間
を
殺
す

と
い
う
事
を
。
人
の
上
に
立
ち
戦
争
を
す
る
以
上
、
全
て
の
命
へ
の
責
任
は
上

に
立
つ
者
に
あ
る
。
そ
の
事
を
し
っ
か
り
肝
に
銘
じ
て
お
き
な
さ
い
。
で
な
け

れ
ば
、
君
は
心
が
壊
れ
て
し
ま
う
だ
ろ
う
か
ら
な
。
」

　「
は
、
は
い
…
…
」

「
君
は
恐
ら
く
人
殺
し
は
出
来
無
い
だ
ろ
う
か
ら
な
、
心
は
常
に
強
く
持
ち
な

さ
い
」

「
…
…
ふ
、
藤
崎
さ
ん
は
、
そ
の
、
人
を
殺
し
た
事
が
」

「
十
や
二
十
で
は
な
く
、
万
単
位
で
殺
し
て
い
る
」

「
…
…
！
」

　　
中
に
は
殺
さ
な
く
て
も
よ
か
っ
た
人
間
も
い
た
か
も
し
れ
ん
。

　
と
は
い
え
、
そ
れ
も
今
と
な
っ
て
は
結
果
論
に
過
ぎ
ん
。

　
あ
の
当
時
は
、
戦
を
終
結
さ
せ
る
事
に
や
っ
き
に
な
っ
て
い
た
か
ら
な
、
ど

れ
だ
け
の
人
間
が
死
ぬ
か
な
ど
考
え
も
つ
か
な
か
っ
た
。

　
後
に
な
っ
て
恐
ろ
し
く
な
っ
た
も
の
だ
。

　「
ま
ぁ
、
そ
う
い
う
訳
だ
。
日
本
人
だ
か
ら
と
い
う
理
由
は
こ
の
世
界
で
は
通
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用
し
な
い
だ
ろ
う
。
だ
か
ら
君
も
、
覚
悟
だ
け
は
決
め
て
お
き
な
さ
い
。
」

　「
わ
、
わ
か
り
ま
し
た
…
…
」

「
さ
て
と
、
随
分
と
話
し
込
ん
で
し
ま
っ
た
な
、
そ
ろ
そ
ろ
曹
操
の
所
へ
戻
る

か
ね
」

「
あ
、
は
い
、
そ
う
で
す
ね
。
あ
ま
り
待
た
せ
る
と
華
琳
は
怒
る
で
し
ょ
う
か

ら
。
」

　　
ふ
む
、
そ
う
い
え
ば
気
に
な
っ
た
の
だ
が
、
彼
が
呼
ん
で
い
る
名
前
は
な
ん

な
の
だ
ろ
う
か
。

　
愛
称
な
ど
の
可
能
性
が
あ
る
か
ら
、
勝
手
に
呼
ぶ
の
は
不
味
い
の
だ
ろ
う
が

…
…
聞
い
て
み
る
か
。

　「
北
郷
君
、
一
つ
尋
ね
た
い
の
だ
が
」

「
あ
、
は
い
」

「
君
が
曹
操
を
呼
ぶ
時
の
呼
び
方
だ
が
、
そ
れ
は
愛
称
か
ね
？
」

「
あ
、
い
え
、
こ
れ
は
…
…
」

　　
北
郷
君
か
ら
聞
い
た
と
こ
ろ
、
彼
が
曹
操
や
他
の
者
を
呼
ぶ
際
に
呼
ん
で
い

る
名
は
『
真
名
』
と
い
う
も
の
ら
し
く
、
非
常
に
神
聖
な
も
の
で
あ
る
よ
う
だ
。

　
本
人
の
許
可
無
く
呼
べ
ば
、
首
を
刎
ね
ら
れ
て
も
文
句
は
言
え
な
い
ら
し
い
。

　
な
ん
と
い
う
危
険
な
名
だ
…
…
呼
ば
な
く
て
正
解
だ
っ
た
な
。

　「
な
る
ほ
ど
、
危
険
極
ま
り
な
い
な
」

「
え
え
、
藤
崎
さ
ん
も
気
を
つ
け
て
下
さ
い
」

「
そ
う
し
よ
う
、
助
か
っ
た
よ
」

　　
こ
う
い
う
の
を
あ
れ
か
、
確
か
初
見
殺
し
と
い
う
の
だ
っ
た
な
。

　
や
れ
や
れ
、
と
ん
で
も
な
い
世
界
だ
な
。
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…
…

　
…
…
…
…

　　　
さ
て
と
、
曹
操
の
所
へ
戻
っ
て
来
た
が
、
必
要
な
情
報
は
得
ら
れ
た
し
お
暇

す
る
と
し
よ
う
。

　
あ
ま
り
長
居
し
て
い
て
も
、
面
倒
だ
か
ら
な
。

　「
曹
操
、
悪
い
が
私
は
そ
ろ
そ
ろ
失
敬
さ
せ
て
頂
く
よ
」

「
何
処
へ
行
く
の
か
し
ら
？
」

「
さ
ぁ
な
、
特
に
決
め
て
は
い
な
い
が
」

「
そ
う
、
で
も
私
は
諦
め
た
訳
じ
ゃ
な
い
わ
、
何
時
か
必
ず
貴
方
を
私
の
前
に

跪
か
せ
て
み
せ
る
わ
」

「
は
は
は
、
私
は
そ
う
甘
く
は
無
い
ぞ
。
で
は
北
郷
君
、
君
も
達
者
で
な
。
」

「
は
、
は
い
、
藤
崎
さ
ん
も
」

「
で
は
な
」

　　
次
は
何
処
へ
行
く
か
な
、
ま
ぁ
、
適
当
に
流
し
て
い
れ
ば
い
い
か
。

　
そ
ろ
そ
ろ
黄
巾
の
乱
と
や
ら
も
本
格
化
す
る
よ
う
だ
し
、
情
勢
次
第
と
い
っ

た
と
こ
ろ
か
ね
。

　　　
…
…

　
…
…
…
…

　　「
一
刀
、
あ
の
男
と
何
を
話
し
た
の
か
し
ら
」

「
あ
あ
、
藤
崎
さ
ん
が
ど
う
や
っ
て
こ
の
世
界
に
来
た
か
な
ど
を
ね
」

「
…
…
そ
う
い
え
ば
、
彼
も
白
い
衣
だ
っ
た
わ
ね
」
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「
う
ん
、
彼
は
俺
と
同
じ
で
別
の
世
界
の
人
間
だ
よ
、
間
違
い
な
く
ね
」

「
…
…
確
か
に
あ
の
男
、
底
が
見
え
な
い
わ
ね
、
恐
ら
く
実
力
で
言
え
ば
私
で

も
及
ば
な
い
わ
」

「
華
琳
で
も
か
い
？
」

「
え
え
、
勝
て
る
人
間
が
い
る
の
か
怪
し
い
わ
」

「
そ
ん
な
に
…
…
」

　　
ふ
ふ
ふ
、
本
当
に
面
白
い
わ
ね
。

　
一
刀
と
は
違
っ
て
、
か
な
り
の
武
と
文
を
併
せ
持
つ
よ
う
だ
し
。

　
あ
の
男
を
手
中
に
出
来
れ
ば
…
…
楽
し
み
だ
わ
…
…
ふ
ふ
ふ
…
…

　　　
…
…

　
…
…
…
…

　　　
ふ
む
、
な
に
や
ら
よ
か
ら
ぬ
企
み
を
さ
れ
て
い
る
気
が
す
る
が
…
…
恐
ら
く

曹
操
か
？

　
ま
ぁ
、
私
を
配
下
に
付
け
る
算
段
で
も
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
ね
。

　　
そ
う
い
え
ば
、
街
の
人
に
聞
い
た
が
、
こ
こ
か
ら
西
に
『
洛
陽
』
と
い
う
都

市
が
あ
り
そ
こ
が
現
在
の
首
都
に
あ
た
る
よ
う
だ
。

　
情
勢
を
把
握
す
る
為
に
も
、
一
度
行
っ
て
見
た
方
が
い
い
か
も
し
れ
ん
な
。

　
よ
し
、
次
の
目
的
地
は
洛
陽
だ
。
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第
三
幕
：
一
刀
と
の
出
会
い
（
後
書
き
）

曹
操
っ
て
よ
り
、
一
刀
が
メ
イ
ン
で
す
わ
な
。
ま
ぁ
、
今
回
は
顔
合
わ
せ
程
度

で
す
か
ら
ね
。
他
の
面
々
に
出
会
う
と
き
も
、
さ
ら
っ
と
流
す
予
定
で
す
。
暫

く
の
間
は
あ
ま
り
深
く
は
絡
み
ま
せ
ん
。

次
回
は
洛
陽
な
の
で
…
…
あ
の
娘
が
出
ま
す
。

で
は
～
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第
四
幕
：
洛
陽
に
到
着
：
前
編
（
前
書
き
）

今
回
の
話
は
前
後
編
で
す
。
と
い
っ
て
も
、
戦
闘
あ
る
と
か
そ
う
い
う
の
で
は

な
く
、
単
に
書
い
て
た
ら
長
く
な
り
す
ぎ
て
し
ま
っ
た
の
で
分
割
し
ま
し
た
。

で
は
、
ど
う
ぞ
。
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第
四
幕
：
洛
陽
に
到
着
：
前
編

　
曹
操
や
北
郷
君
と
の
出
会
い
か
ら
、
既
に
二
日
が
経
過
。

　
現
在
も
洛
陽
に
向
け
、
旅
を
続
け
て
い
る
。

　　
道
中
、
商
人
の
一
団
ら
し
き
も
の
に
出
会
い
洛
陽
ま
で
の
道
を
聞
い
た
と
こ

ろ
、
後
一
日
程
度
で
着
く
様
だ
。

　
ま
ぁ
、
飛
行
な
ど
で
行
け
ば
恐
ら
く
す
ぐ
な
の
だ
ろ
う
が
、
た
ま
に
は
歩
い

フ
ラ
イ

て
旅
を
す
る
の
も
悪
く
な
い
。

　　
し
か
し
、
北
郷
君
か
ら
得
た
情
報
か
ら
す
れ
ば
、
黄
巾
の
乱
が
本
格
化
す
れ

ば
こ
の
大
陸
は
相
当
な
規
模
の
動
乱
に
な
る
の
だ
ろ
う
。

　
そ
う
な
っ
た
場
合
、
あ
ま
り
悠
長
に
旅
を
す
る
事
も
出
来
な
い
か
も
し
れ
ん
。

　　
と
は
い
え
、
私
は
誰
か
に
仕
え
る
つ
も
り
は
無
い
。

　
正
直
な
話
、
私
が
仕
え
て
し
ま
う
と
、
確
実
に
そ
の
者
の
天
下
と
な
る
だ
ろ

う
。

　
何
せ
召
喚
獣
を
喚
び
出
す
だ
け
で
も
、
相
当
な
戦
力
だ
。

よ
び
だ
す

　
私
自
身
は
こ
の
世
界
で
は
、
完
全
な
イ
レ
ギ
ュ
ラ
ー
で
あ
る
し
、
争
い
事
に

は
加
わ
る
べ
き
で
は
無
い
の
だ
ろ
う
と
思
う
が
…
…
恐
ら
く
情
勢
が
そ
れ
を
許

し
は
し
な
い
だ
ろ
う
。

　
確
実
に
私
の
元
へ
厄
介
事
が
舞
い
込
ん
で
く
る
だ
ろ
う
。

　　
本
来
で
あ
れ
ば
、
能
力
の
使
用
は
注
意
す
べ
き
な
の
だ
ろ
う
が
そ
れ
で
救
え

る
命
を
失
っ
て
は
意
味
が
無
い
。

　
私
の
能
力
を
知
れ
ば
、
時
の
権
力
者
な
ど
は
黙
っ
て
い
な
い
可
能
性
が
高
い

が
、
救
う
為
な
ら
躊
躇
す
る
必
要
は
あ
る
ま
い
。

　
ま
ぁ
、
そ
れ
で
刺
客
を
差
し
向
け
ら
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
返
り
討
ち
に
す
る

ま
で
だ
。
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実
際
ロ
マ
リ
ア
か
ら
の
刺
客
も
何
度
も
返
り
討
ち
に
し
た
か
ら
な
、
あ
る
程

度
は
撃
退
出
来
る
自
信
は
あ
る
し
な
。

　　　
…
…

　
…
…
…
…

　　　
あ
れ
か
ら
は
、
特
に
誰
と
も
出
会
う
事
も
無
く
順
調
に
旅
を
続
け
遂
に
洛
陽

に
到
着
し
た
。

　
陳
留
で
も
思
っ
た
が
、
や
は
り
城
壁
が
で
か
い
な
。

　
こ
れ
で
は
ほ
と
ん
ど
監
獄
で
は
無
い
か
…
…
よ
く
こ
ん
な
場
所
で
生
活
出
来

る
も
の
だ
な
。

　
ま
ぁ
、
今
の
時
代
の
情
勢
を
考
え
れ
ば
、
致
し
方
な
い
の
か
も
し
れ
ん
な
。

　
さ
て
、
考
え
事
を
す
る
よ
り
も
、
さ
っ
さ
と
洛
陽
へ
入
る
と
し
よ
う
。

　「
こ
こ
が
洛
陽
か
…
…
陳
留
よ
り
も
寂
れ
て
い
る
と
い
う
か
…
…
活
気
が
無
い

な
」

　　
聞
い
た
話
で
は
、
こ
こ
は
首
都
に
あ
た
る
は
ず
な
ん
だ
が
…
…
酷
く
活
気
が

無
い
な
。

　
道
行
く
人
も
、
な
ん
だ
か
疲
れ
た
感
じ
だ
し
な
。

　
こ
れ
は
あ
れ
か
、
政
治
の
腐
敗
が
原
因
な
の
か
も
し
れ
ん
な
。

　
ま
ぁ
、
こ
の
よ
う
な
ご
時
勢
だ
か
ら
そ
れ
だ
け
で
は
無
い
の
だ
ろ
う
が
な
。

　「
さ
て
と
、
先
に
宿
屋
を
探
し
て
お
く
か
」

　　　
…
…

　
…
…
…
…
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程
な
く
し
て
宿
屋
は
見
つ
か
り
、
一
部
屋
借
り
て
お
い
た
。

　
と
は
い
っ
て
も
、
私
以
外
に
客
は
い
な
い
よ
う
だ
っ
た
が
。

　
さ
て
と
、
街
の
様
子
を
見
て
回
る
前
に
腹
ご
し
ら
え
を
し
て
お
く
か
。

　「
店
主
、
そ
れ
を
一
つ
貰
え
る
か
」

「
へ
い
、
毎
度
」

　　
ふ
む
、
こ
れ
は
肉
ま
ん
か
な
。

　
な
か
な
か
に
美
味
い
。

　
や
は
り
、
所
変
わ
れ
ば
品
変
わ
る
と
は
言
う
が
ハ
ル
ケ
ギ
ニ
ア
と
は
全
く
違

っ
た
食
文
化
だ
。

　
味
付
け
も
か
な
り
薄
味
だ
か
ら
な
、
少
々
物
足
り
な
く
は
あ
る
。

　
何
れ
折
を
見
て
、
調
味
料
関
係
を
仕
入
れ
た
い
も
の
だ
。

　「
お
客
さ
ん
、
困
り
ま
す
よ
、
そ
ん
な
所
で
…
…
」

　　
ん
？

　
な
に
や
ら
先
ほ
ど
の
店
主
が
揉
め
て
い
る
な
。

　
ど
う
し
た
の
だ
ろ
う
か
。

　「
じ
ー
…
…
」

　　
…
…
う
～
む
、
何
や
ら
鬼
気
迫
る
感
じ
で
肉
ま
ん
を
見
つ
め
て
い
る
な
。

　
あ
れ
で
は
店
主
も
困
り
も
の
だ
ろ
う
な
ぁ
。

　
し
か
し
、
な
ん
と
な
く
で
は
あ
る
が
、
シ
ャ
ル
ロ
ッ
ト
に
似
て
い
る
感
じ
だ

な
。

　
あ
れ
も
、
私
が
ツ
マ
ミ
を
作
っ
て
一
人
晩
酌
し
て
い
る
時
に
よ
く
現
れ
た
も

の
だ
。
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結
果
、
私
の
晩
酌
の
あ
て
が
無
く
な
っ
て
し
ま
う
の
だ
が
…
…
食
べ
終
わ
っ

た
後
の
あ
の
顔
を
見
て
は
文
句
も
言
え
な
か
っ
た
な
。

　
ふ
ふ
、
懐
か
し
い
も
の
だ
。

　「
じ
ー
…
…
」

　　
…
…
何
時
の
間
に
や
ら
私
の
足
元
に
移
動
し
て
い
る
な
こ
の
娘
。

　
ど
う
や
ら
、
私
の
持
つ
肉
ま
ん
が
目
当
て
か
。

　
し
か
し
、
こ
れ
は
私
の
昼
食
だ
か
ら
な
、
挙
げ
る
訳
に
は
い
か
ん
の
だ
よ
。

　「
…
…
あ
～
お
嬢
さ
ん
、
腹
が
減
っ
て
い
る
の
か
ね
？
」

「
コ
ク
コ
ク
」

　　
相
当
腹
が
減
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
な
ぁ
、
眼
が
不
味
い
状
況
に
な
っ
て
い
る

ぞ
こ
の
娘
。

　
は
ぁ
、
こ
の
ま
ま
で
は
何
時
ま
で
も
付
い
て
来
そ
う
だ
し
、
仕
方
な
い
か
、

肉
ま
ん
一
つ
だ
け
奢
っ
て
や
る
と
し
よ
う
。

　
や
れ
や
れ
、
ど
う
し
て
こ
う
私
は
甘
い
の
か
ね
。

　「
店
主
、
肉
ま
ん
を
も
う
一
つ
頂
け
る
か
」

「
へ
い
」

「
…
…
ほ
ら
、
食
べ
る
と
い
い
」

「
ハ
ム
ハ
ム
！
」

「
こ
ら
こ
ら
、
そ
う
慌
て
る
な
、
誰
も
取
り
は
し
な
い
よ
」

「
…
…
も
っ
と
」

　　
い
や
、
こ
こ
で
お
か
わ
り
を
要
求
す
る
の
か
、
こ
の
娘
は
…
…
い
か
ん
、
こ

こ
で
気
を
許
し
て
は
際
限
な
く
食
べ
ら
れ
て
し
ま
う
。

　
流
石
に
そ
う
な
る
と
資
金
的
に
問
題
あ
り
だ
。

　
ま
ぁ
、
金
な
ど
ど
う
と
で
も
な
る
の
だ
が
、
身
も
知
ら
ぬ
人
間
に
そ
こ
ま
で
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す
る
義
理
は
無
い
か
ら
な
。

　
悪
い
が
こ
れ
で
打
ち
止
め
だ
。

　「
あ
～
悪
い
が
私
も
そ
う
持
ち
合
わ
せ
は
多
く
な
い
の
で
な
。
残
念
だ
が
こ
れ

で
終
わ
り
だ
。
」

「
…
…
も
っ
と
」

　　
だ
か
ら
、
そ
の
捨
て
ら
れ
た
子
犬
の
よ
う
な
目
を
し
な
が
ら
、
袖
を
掴
む
で

な
い
。

　
後
、
泣
き
そ
う
に
な
る
の
を
や
め
な
さ
い
、
非
常
に
困
る
の
だ
よ
。

　「
い
や
、
だ
か
ら
だ
な
…
…
」

「
…
…
も
っ
と
」

　　
な
、
な
ん
な
ん
だ
、
こ
の
形
容
し
が
た
い
感
覚
は
…
…
な
ん
だ
か
非
常
に
悪

い
事
を
し
て
い
る
よ
う
な
感
じ
な
ん
だ
が
。

　
…
…
だ
ぁ
も
う
、
わ
か
っ
た
わ
か
っ
た
、
全
部
買
っ
て
や
れ
ば
い
い
ん
だ
ろ

う
が
！

　「
店
主
、
す
ま
ぬ
が
蒸
し
あ
が
っ
て
い
る
肉
ま
ん
全
て
貰
え
る
か
」

「
へ
、
へ
い
、
で
も
、
よ
ろ
し
い
の
で
？
」

「
…
…
仕
方
な
か
ろ
う
、
あ
れ
に
は
勝
て
ん
」

「
わ
、
わ
か
り
や
し
た
、
お
待
ち
下
せ
ぇ
」

　　
そ
う
し
て
店
主
か
ら
肉
ま
ん
を
受
け
取
っ
た
娘
は
…
…
両
頬
を
リ
ス
の
よ
う

に
パ
ン
パ
ン
に
膨
ら
ま
せ
て
肉
ま
ん
を
頬
張
っ
て
い
た
。

　
な
ん
と
も
幸
せ
そ
う
な
顔
だ
な
…
…
益
々
シ
ャ
ル
ロ
ッ
ト
に
似
て
い
る
な
。

　
し
か
し
、
な
ん
だ
な
、
名
前
も
知
ら
ぬ
娘
に
こ
こ
ま
で
し
て
し
ま
う
と
は
…

…
や
は
り
泣
く
子
に
は
勝
て
ん
も
の
だ
。
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「
満
足
し
た
か
ね
」

「
…
…
コ
ク
」

「
お
～
い
、
れ
～
ん
！
」

「
…
…
霞
」

「
連
れ
か
ね
？
」

「
…
…
コ
ク
」

「
そ
う
か
」

　　
向
こ
う
か
ら
走
っ
て
来
る
の
は
…
…
さ
ら
し
を
巻
い
た
袴
姿
の
少
女
だ
な
。

　
と
い
う
か
、
こ
こ
は
中
国
で
は
無
い
の
か
？

　
何
故
に
袴
が
存
在
し
て
い
る
の
だ
…
…
わ
か
ら
ん
な
。

　「
何
し
と
ん
の
や
、
も
う
会
議
の
時
間
や
で
！
」

「
…
…
ご
飯
、
貰
っ
て
た
」

「
あ
ん
？
　
こ
の
兄
さ
ん
に
か
？
」

「
…
…
コ
ク
」

「
そ
り
ゃ
す
ま
ん
か
っ
た
な
ぁ
、
兄
さ
ん
。
ど
う
せ
こ
い
つ
、
金
無
く
て
集
っ

た
ん
や
ろ
？
」

「
…
…
ま
ぁ
、
そ
う
と
も
言
え
る
な
」

「
あ
～
幾
ら
や
、
う
ち
が
払
う
わ
」

「
い
や
、
大
し
た
金
額
で
は
無
い
の
で
な
、
構
わ
ん
よ
」

「
そ
か
～
兄
さ
ん
太
っ
腹
や
ね
。
と
、
こ
う
し
ち
ゃ
お
れ
ん
、
は
よ
い
か
ん
と

詠
の
奴
に
怒
ら
れ
る
で
！
」

　　
会
議
と
い
う
と
…
…
ふ
む
、
格
好
か
ら
し
て
武
人
な
の
か
も
し
れ
ん
な
。

　
と
い
う
事
は
、
軍
関
係
者
と
い
っ
た
と
こ
ろ
か
。

　
な
ら
、
邪
魔
し
て
は
悪
い
な
、
私
も
早
々
に
立
ち
去
る
と
し
よ
う
。

　「
私
も
用
事
が
あ
る
の
で
な
、
こ
れ
で
失
礼
す
る
よ
。
縁
が
あ
れ
ば
ま
た
会
お

う
、
お
嬢
さ
ん
。
」
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「
…
…
待
っ
て
。
名
前
、
聞
い
て
な
い
。
」

「
あ
あ
、
そ
う
だ
っ
た
な
、
私
は
藤
崎
充
、
あ
い
に
く
と
字
や
真
名
は
持
ち
合

わ
せ
て
い
な
い
の
で
な
、
タ
カ
シ
と
名
前
で
呼
ん
で
く
れ
」

「
…
…
恋
は
、
呂
布
奉
先
…
…
真
名
は
恋
」

「
出
会
っ
た
ば
か
り
で
真
名
を
預
け
て
い
い
の
か
ね
？
」

「
い
い
、
タ
カ
シ
い
い
人
…
…
」

「
ま
ぁ
、
君
が
い
い
と
言
う
な
ら
あ
り
が
た
く
受
け
取
る
と
し
よ
う
。
で
は
な

恋
、
縁
が
あ
れ
ば
ま
た
会
お
う
。
」

「
う
ん
」

　　
さ
て
と
、
暫
く
は
こ
の
街
を
拠
点
と
し
て
情
報
を
集
め
る
と
し
よ
う
。

　
幾
ら
寂
れ
て
い
る
と
は
い
え
、
首
都
で
あ
る
以
上
は
情
報
も
集
ま
り
や
す
い

だ
ろ
う
。

　
そ
れ
に
、
旅
に
必
要
な
物
も
色
々
買
い
揃
え
て
お
い
た
方
が
い
い
だ
ろ
う
な
。

　
錬
金
で
作
る
の
も
い
い
が
、
こ
の
世
界
の
品
物
と
か
け
離
れ
過
ぎ
て
い
て
は
、

色
々
と
面
倒
な
事
に
な
り
そ
う
だ
だ
か
ら
な
。

　　　
…
…

　
…
…
…
…

　　「
な
ぁ
、
恋
、
な
ん
で
あ
の
兄
さ
ん
に
真
名
教
え
た
ん
や
？
」

「
…
…
タ
カ
シ
、
い
い
人
」

「
さ
よ
か
、
し
っ
か
し
あ
の
兄
さ
ん
相
当
な
使
い
手
や
な
」

「
…
…
ま
た
会
え
る
」

「
珍
し
い
な
、
恋
が
そ
こ
ま
で
言
う
な
ん
て
。
な
ん
や
、
そ
ん
な
に
あ
の
兄
さ

ん
気
に
入
っ
た
ん
か
？
」

「
…
…
コ
ク
」

「
そ
か
」
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…
…

　
…
…
…
…

　　　
し
か
し
あ
れ
だ
な
、
私
が
召
喚
さ
れ
て
暫
く
の
間
は
ハ
ル
ケ
ギ
ニ
ア
も
衛
生

環
境
は
か
な
り
悪
か
っ
た
が
…
…
こ
の
世
界
も
酷
い
状
況
だ
な
。

　
あ
れ
か
ら
少
し
歩
い
て
、
貧
民
街
と
思
し
き
場
所
に
出
た
の
だ
が
…
…
こ
れ

は
酷
い
。

　
死
体
ま
で
野
ざ
ら
し
の
状
態
だ
。

　
余
り
に
も
匂
い
が
酷
す
ぎ
た
の
で
早
々
に
退
避
し
た
が
…
…
あ
れ
で
は
疫
病

が
発
生
す
る
事
に
な
る
ぞ
。

　
こ
こ
の
統
治
者
は
そ
の
辺
り
を
理
解
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
ね
、
全
く
。

　　
そ
れ
と
、
街
の
方
で
噂
と
し
て
聞
い
た
の
だ
が
、
ど
う
や
ら
例
の
黄
巾
党
に

対
し
て
大
規
模
な
軍
事
行
動
が
予
定
さ
れ
て
い
る
よ
う
だ
。

　
と
い
う
の
も
、
ど
う
や
ら
皇
帝
と
や
ら
が
漸
く
重
い
腰
を
上
げ
た
よ
う
で
、

自
分
の
持
つ
『
禁
軍
』
と
や
ら
を
動
か
し
て
討
伐
に
乗
り
出
す
そ
う
だ
。

　
と
な
れ
ば
、
恋
を
呼
び
に
来
た
少
女
が
言
っ
て
い
た
会
議
と
は
恐
ら
く
そ
の

軍
の
派
遣
に
関
す
る
も
の
な
の
だ
ろ
う
。

　
ま
ぁ
、
恋
も
あ
の
少
女
も
な
か
な
か
の
使
い
手
だ
。

　
恐
ら
く
は
、
軍
で
も
か
な
り
の
高
位
の
人
間
に
違
い
な
い
。

　
ま
ぁ
、
恋
の
よ
う
な
子
で
あ
れ
ば
、
私
の
事
を
言
い
ふ
ら
す
よ
う
な
真
似
は

し
な
い
だ
ろ
う
な
。

　
あ
の
子
は
十
中
八
九
間
違
い
な
く
…
…
純
粋
だ
…
…
天
然
と
も
言
う
が
…
…

　　
と
、
と
も
か
く
だ
、
近
々
軍
事
行
動
が
起
き
る
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
巻
き
込

ま
れ
な
い
様
に
、
早
め
に
退
散
し
て
お
く
の
が
無
難
か
も
し
れ
ん
。

　
徴
兵
な
ど
で
借
り
出
さ
れ
る
の
は
御
免
こ
う
む
る
。
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と
な
れ
ば
、
あ
ま
り
悠
長
に
は
し
て
ら
れ
ん
、
急
ぎ
情
報
を
集
め
て
早
々
に

こ
の
街
を
出
る
と
し
よ
う
。

　
次
に
向
か
う
街
も
考
え
て
お
か
ね
ば
な
。
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第
四
幕
：
洛
陽
に
到
着
：
前
編
（
後
書
き
）

と
い
う
訳
で
恋
ち
ゃ
ん
が
出
ま
し
た
。
流
石
に
経
験
を
積
ん
だ
タ
カ
シ
で
も
、

あ
の
娘
の
お
な
か
す
い
た
オ
ー
ラ
に
は
勝
て
な
い
よ
う
で
す
。
つ
か
、
勝
て
る

人
間
な
ぞ
い
る
の
で
し
ょ
う
か
？

序
に
霞
姉
さ
ん
も
出
ま
し
た
ね
、
作
者
的
に
は
珍
し
く
魏
陣
営
で
お
気
に
入
り

の
キ
ャ
ラ
で
す
。

次
回
は
ボ
ク
っ
娘
と
あ
の
娘
と
も
う
一
人
、
絵
的
に
は
確
実
に
１
０
歳
前
後
だ

ろ
う
と
突
っ
込
み
た
く
な
る
あ
の
娘
を
出
し
ま
す
。

本
来
こ
の
時
期
に
は
い
な
い
は
ず
の
娘
達
で
す
が
、
少
々
時
系
列
を
弄
っ
て
仕

事
で
来
て
い
る
と
し
て
い
ま
す
。

ま
ぁ
、
原
作
は
ほ
ぼ
無
視
し
て
い
る
作
品
な
の
で
、
そ
の
辺
り
は
あ
ま
り
深
く

気
に
し
な
い
で
下
さ
い
。

そ
い
で
は
！
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第
五
幕
：
洛
陽
に
到
着
：
後
編
（
前
書
き
）

今
回
は
少
々
短
い
で
す
。
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第
五
幕
：
洛
陽
に
到
着
：
後
編

　
恋
と
出
会
っ
た
あ
の
日
か
ら
、
三
日
が
経
過
し
、
そ
の
間
も
私
は
街
で
情
報

を
集
め
て
い
た
。

　
本
来
で
あ
れ
ば
早
々
に
こ
の
街
を
出
る
と
こ
ろ
な
の
だ
が
、
商
人
達
か
ら
気

に
な
る
噂
を
聞
い
た
為
そ
れ
に
つ
い
て
よ
り
詳
し
く
調
べ
る
為
未
だ
洛
陽
に
滞

在
し
て
い
る
。

　
そ
の
噂
と
い
う
の
が
…
…
皇
帝
で
あ
る
『
霊
帝
』
の
体
調
悪
化
に
関
す
る
噂

だ
。

　
噂
に
よ
る
と
霊
帝
の
容
態
は
か
な
り
深
刻
な
状
態
で
あ
る
ら
し
い
。

　
も
し
そ
れ
が
本
当
で
あ
れ
ば
、
こ
の
大
陸
の
混
乱
は
更
に
危
険
な
領
域
に
達

す
る
事
だ
ろ
う
。

　
と
な
れ
ば
、
呑
気
に
旅
を
続
け
る
の
も
難
し
く
な
る
か
も
し
れ
ん
。

　
早
め
に
何
処
か
拠
点
と
な
る
べ
き
場
所
を
確
保
し
た
方
が
い
い
か
も
し
れ
ん

な
。

　「
し
か
し
、
こ
う
も
物
資
が
無
い
と
旅
支
度
を
整
え
る
の
も
面
倒
な
も
の
だ
な
」

「
…
…
タ
カ
シ
」

「
ん
？
」

　　
後
ろ
か
ら
声
を
掛
け
ら
れ
振
り
返
っ
て
み
る
と
…
…
誰
か
と
思
っ
た
ら
恋
だ

っ
た
か
。

　
と
い
う
か
、
こ
の
街
で
私
の
名
前
を
知
っ
て
い
る
の
は
恋
と
も
う
一
人
の
袴

少
女
だ
け
だ
か
ら
な
。

　
当
然
と
言
え
ば
当
然
か
。

　「
恋
か
、
三
日
ぶ
り
だ
な
、
ど
う
か
し
た
か
」

「
…
…
一
緒
に
来
て
」

「
何
処
に
だ
？
」
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「
…
…
月
の
と
こ
」

「
い
や
、
そ
れ
は
真
名
だ
ろ
う
、
真
名
で
言
わ
れ
て
も
誰
だ
か
わ
か
ら
ん
ぞ
」

「
…
…
董
卓
」

　　
董
卓
？

　
誰
だ
そ
れ
は
…
…
聞
か
な
い
名
だ
な
。

　「
董
卓
と
は
誰
だ
？
」

「
…
…
恋
の
友
達
、
と
て
も
い
い
子
」

「
い
や
、
そ
う
で
は
な
く
て
だ
な
…
…
」

「
…
…
駄
目
？
」

　　
だ
か
ら
、
そ
の
捨
て
ら
れ
る
子
犬
の
よ
う
な
目
を
や
め
な
さ
い
。

　
全
く
、
こ
の
子
自
身
は
意
識
し
て
い
な
い
の
だ
ろ
う
が
、
そ
ん
な
目
を
さ
れ

て
断
れ
る
男
は
お
ら
ん
ぞ
。

　
あ
る
意
味
で
は
こ
の
子
は
あ
れ
だ
な
、
男
を
落
す
天
才
な
の
か
も
し
れ
ん
。

　
い
や
は
や
、
天
然
と
い
う
の
は
恐
ろ
し
い
も
の
だ
。

　「
あ
あ
、
わ
か
っ
た
わ
か
っ
た
、
わ
か
っ
た
か
ら
そ
ん
な
顔
を
す
る
な
」

「
…
…
あ
り
が
と
」

「
や
れ
や
れ
…
…
で
、
何
処
へ
行
く
の
だ
？
」

「
こ
っ
ち
」

　　
そ
う
し
て
恋
に
連
れ
ら
れ
て
や
っ
て
来
た
の
は
…
…
明
ら
か
に
こ
の
首
都
の

行
政
府
ら
し
き
場
所
だ
っ
た
。

　
お
い
お
い
、
こ
ん
な
場
所
に
私
の
よ
う
な
素
性
の
知
れ
な
い
者
を
入
れ
て
い

い
の
か
。

　
明
ら
か
に
不
味
い
だ
ろ
う
に
。

　「
恋
、
私
が
こ
こ
に
入
る
の
は
些
か
不
味
い
の
で
は
な
い
か
？
」
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「
…
…
ど
う
し
て
」

「
い
や
、
ど
う
し
て
と
言
わ
れ
て
も
な
ぁ
」

　　
だ
か
ら
、
そ
う
や
っ
て
小
首
を
か
し
げ
る
の
を
や
め
な
さ
い
。

　
は
ぁ
、
本
当
に
こ
の
子
は
わ
か
っ
て
い
な
い
よ
う
だ
な
。

　
益
々
も
っ
て
シ
ャ
ル
ロ
ッ
ト
に
似
て
き
た
な
。

　「
お
よ
、
何
時
ぞ
や
の
兄
さ
ん
や
な
い
か
」

「
ん
？
　
あ
あ
、
君
は
あ
の
時
の
」

「
ど
う
し
た
ん
や
、
こ
ん
な
と
こ
に
」

「
い
や
、
恋
に
連
れ
ら
れ
て
な
…
…
董
卓
と
い
う
人
物
に
会
わ
せ
る
そ
う
な
ん

だ
が
」

「
月
っ
ち
に
？
　
恋
、
ど
う
い
う
事
や
？
」

「
…
…
お
礼
、
そ
れ
に
タ
カ
シ
い
い
人
」

「
お
礼
っ
て
…
…
あ
あ
、
こ
の
間
の
肉
ま
ん
か
、
別
に
構
わ
ん
の
だ
が
」

「
あ
～
あ
か
ん
て
兄
さ
ん
、
恋
は
一
度
言
い
出
し
た
ら
聞
か
ん
か
ら
な
ぁ
」

「
…
…
そ
の
よ
う
だ
な
」

「
そ
う
い
や
、
兄
さ
ん
と
は
正
式
に
自
己
紹
介
し
て
へ
ん
か
っ
た
な
。
う
ち
は

姓
は
張
 

名
は
遼
 

字
は
文
遠
や
、
よ
ろ
し
ゅ
う
な
」

「
あ
あ
、
そ
う
だ
っ
た
な
。
私
は
藤
崎
充
、
字
や
真
名
は
無
い
の
で
な
、
タ
カ

シ
と
名
で
呼
ん
で
く
れ
て
構
わ
ん
よ
。
」

「
さ
よ
か
、
そ
う
さ
し
て
貰
う
わ
」

　　
な
ん
と
い
う
か
、
随
分
と
気
さ
く
な
人
物
の
よ
う
だ
な
。

　
し
か
し
…
…
何
故
関
西
弁
な
の
だ
？

　
こ
こ
は
日
本
で
は
な
い
ん
だ
ぞ
、
明
ら
か
に
お
か
し
い
だ
ろ
う
に
。

　
ま
ぁ
、
そ
れ
も
今
更
か
も
し
れ
ん
が
…
…

　「
ん
で
、
月
っ
ち
の
と
こ
に
行
く
ん
や
ろ
、
な
ら
う
ち
も
一
緒
に
行
く
わ
。
丁

度
用
事
も
あ
る
よ
っ
て
な
。
」
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「
…
…
霞
も
一
緒
」

「
わ
か
っ
た
」

　　
ふ
う
、
な
ん
と
言
う
か
恋
に
は
勝
て
ん
、
と
い
う
か
、
勝
て
る
気
が
し
な
い
。

　
物
理
的
に
は
勝
て
る
の
だ
ろ
う
が
、
正
直
な
話
、
気
持
ち
的
と
い
う
か
な
ん

と
い
う
か
人
情
と
し
て
こ
の
子
に
刃
を
向
け
る
事
は
ど
う
し
て
も
出
来
ん
よ
う

な
気
が
す
る
。

　
そ
れ
も
こ
の
子
の
放
つ
、
な
ん
と
い
う
の
か
、
小
動
物
的
な
オ
ー
ラ
の
せ
い

か
も
し
れ
ん
な
。

　
と
は
い
え
、
恋
も
か
な
り
の
使
い
手
な
の
は
間
違
い
な
い
。

　
恐
ら
く
戦
場
に
出
れ
ば
雰
囲
気
も
変
わ
る
の
だ
ろ
う
な
。

　　　
…
…

　
…
…
…
…

　　
連
れ
て
来
ら
れ
た
場
所
に
は
、
三
人
の
少
女
と
一
人
の
女
性
が
い
た
。

　
一
人
は
眼
鏡
を
掛
け
随
分
と
気
の
強
そ
う
な
印
象
だ
…
…
な
ん
だ
か
エ
レ
ン

に
似
て
い
る
。

　
二
人
目
は
…
…
ど
う
考
え
て
も
子
供
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
風
体
だ
な
。

　
三
人
目
は
…
…
ふ
む
、
随
分
と
儚
い
感
じ
だ
な
、
正
に
美
少
女
と
呼
ぶ
に
相

応
し
い
感
じ
だ
な
。

　
最
後
の
女
性
だ
が
…
…
武
人
か
、
そ
れ
も
な
か
な
か
の
腕
の
よ
う
だ
な
。

　　「
あ
ら
恋
に
霞
、
ど
う
し
た
の
？
」

「
恋
殿
、
お
か
え
り
な
さ
い
な
の
で
す
！
」

「
恋
さ
ん
、
霞
さ
ん
、
お
か
え
り
な
さ
い
」

「
た
だ
い
ま
」

「
お
う
、
帰
っ
た
で
。
そ
れ
と
恋
が
連
れ
て
来
た
客
人
や
」
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そ
う
し
て
四
人
に
紹
介
さ
れ
た
私
だ
が
…
…
私
と
恋
の
経
緯
を
聞
か
せ
た
と

こ
ろ
随
分
と
謝
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。

　
ま
ぁ
、
恋
の
あ
れ
は
一
種
の
集
り
と
も
言
え
る
か
ら
、
致
し
方
な
い
の
か
も

し
れ
ん
が
…
…
私
と
し
て
は
そ
こ
ま
で
気
に
し
て
い
な
い
の
で
、
構
わ
な
い
と

言
っ
た
の
だ
が
眼
鏡
を
掛
け
た
子
が
金
を
払
う
と
引
か
な
い
の
で
致
し
方
な
く

受
け
取
る
事
に
し
た
。

　
随
分
と
律
儀
な
子
だ
。

　「
に
し
て
も
恋
が
そ
こ
ま
で
懐
く
な
ん
て
珍
し
い
わ
ね
」

「
そ
う
な
の
か
ね
？
」

「
え
え
、
恋
は
滅
多
に
私
達
以
外
に
は
懐
か
な
い
わ
」

「
ふ
む
」

「
恋
さ
ん
も
、
随
分
嬉
し
そ
う
で
す
ね
」

「
…
…
タ
カ
シ
、
い
い
人
」

　　
随
分
と
懐
か
れ
て
し
ま
っ
た
な
…
…
こ
れ
は
あ
れ
か
、
餌
付
け
し
て
し
ま
っ

た
の
だ
ろ
う
か
。

　
恋
な
ら
ば
あ
り
得
る
な
ぁ
…
…
こ
の
子
だ
と
、
食
べ
物
で
釣
れ
ば
す
ぐ
さ
ま

付
い
て
来
る
だ
ろ
う
。

　
な
ん
だ
か
非
常
に
心
配
に
な
っ
て
来
る
ぞ
。

　　　
…
…

　
…
…
…
…

　　「
そ
う
言
え
ば
張
遼
、
少
々
尋
ね
た
い
事
が
あ
る
の
だ
が
い
い
か
ね
？
」

「
何
や
？
」

「
近
々
軍
事
行
動
が
起
き
る
と
聞
い
た
が
」
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「
あ
あ
、
最
近
黄
色
い
布
を
付
け
た
賊
の
数
が
半
端
や
の
う
て
な
、
そ
れ
を
退

治
す
る
為
や
」

「
な
る
ほ
ど
、
黄
巾
賊
の
連
中
の
討
伐
か
」

「
そ
う
や
、
に
し
て
も
黄
巾
賊
か
、
わ
か
り
易
い
し
う
ち
ら
も
そ
う
呼
ぶ
か
」

「
…
…
コ
ク
」

「
そ
う
だ
な
、
そ
の
方
が
よ
か
ろ
う
」

「
正
直
な
と
こ
ろ
、
張
遼
達
な
ら
問
題
は
無
い
と
思
う
が
、
数
が
数
だ
か
ら
な
」

「
そ
う
な
ん
よ
、
え
ら
い
ご
っ
つ
い
数
が
お
ん
ね
ん
な
。
正
直
面
倒
や
わ
。
」

「
確
か
に
な
」

　　
恋
と
張
遼
、
そ
し
て
華
雄
の
三
人
が
い
れ
ば
問
題
無
く
討
伐
す
る
事
は
可
能

だ
と
は
思
う
が
、
何
せ
相
手
は
既
に
ど
れ
だ
け
の
数
に
膨
れ
上
が
っ
て
い
る
か

検
討
が
付
か
な
い
。

　
北
郷
君
の
話
で
は
、
最
終
的
に
は
二
十
万
規
模
に
ま
で
達
す
る
よ
う
だ
し
、

恐
ら
く
今
の
段
階
で
も
数
万
規
模
に
な
る
だ
ろ
う
。

　
と
な
る
と
、
流
石
に
こ
の
三
人
が
い
て
も
少
々
厳
し
い
か
も
し
れ
ん
な
。

　　　
…
…

　
…
…
…
…

　　　
そ
の
後
は
各
人
と
幾
つ
か
話
し
を
し
解
散
と
な
っ
た
。

　
話
の
中
で
董
卓
達
が
洛
陽
に
い
る
理
由
が
出
た
が
、
元
々
董
卓
は
別
の
都
市

の
県
令
を
務
め
て
い
る
ら
し
く
税
を
納
め
る
為
に
、
態
々
洛
陽
ま
で
来
た
ら
し

い
。

　
そ
の
際
、
元
々
親
交
の
あ
っ
た
将
軍
で
あ
る
張
遼
に
紹
介
さ
れ
恋
と
も
知
り

合
っ
た
そ
う
だ
。

　
董
卓
自
身
は
非
常
に
穏
や
か
な
娘
の
よ
う
だ
か
ら
、
恋
も
懐
い
た
の
だ
ろ
う
。
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な
お
、
話
の
途
中
、
張
遼
と
華
雄
か
ら
是
非
に
と
模
擬
戦
を
挑
ま
れ
た
の
で

相
手
を
し
た
の
だ
が
…
…
や
は
り
予
想
通
り
か
な
り
の
使
い
手
だ
っ
た
。

　
張
遼
は
速
さ
を
生
か
し
た
変
幻
自
在
の
攻
撃
、
華
雄
は
力
と
武
器
の
重
さ
を

利
用
し
た
強
烈
な
一
撃
を
放
っ
て
来
た
。

　
あ
れ
だ
け
の
力
量
と
も
な
る
と
、
早
々
勝
て
る
相
手
は
い
な
い
と
見
え
る
。

　
そ
の
せ
い
か
私
も
久
々
に
気
合
が
入
っ
て
し
ま
い
、
両
名
と
も
最
後
に
は
気

絶
さ
せ
て
し
ま
っ
た
。

　
…
…
少
し
大
人
気
な
か
っ
た
か
も
し
れ
ん
な
。

　
目
が
覚
め
た
後
、
何
れ
ま
た
模
擬
戦
を
や
ろ
う
と
い
う
事
に
な
っ
て
し
ま
っ

た
。

　
ま
ぁ
、
あ
の
二
人
は
相
当
な
武
人
で
あ
る
以
上
、
私
と
し
て
も
い
い
刺
激
に

な
る
の
で
構
わ
ん
が
。

　　
序
に
模
擬
戦
の
後
、
賈
駆
か
ら
仕
官
し
な
い
か
と
誘
わ
れ
た
が
丁
重
に
断
っ

た
。

　
案
の
定
と
い
う
べ
き
か
な
ん
と
い
う
べ
き
か
、
恋
が
泣
き
付
い
て
来
た
の
だ

が
こ
れ
ば
っ
か
り
は
承
諾
す
る
訳
に
は
い
か
な
い
。

　
恋
に
は
悪
い
が
、
心
を
鬼
に
し
て
断
っ
た
。

　
…
…
物
凄
く
罪
悪
感
を
感
じ
る
の
は
何
故
な
ん
だ
ろ
う
か
。

　　
そ
れ
と
、
最
後
に
陳
宮
と
い
う
娘
と
も
話
を
し
て
み
た
。

　
彼
女
は
ど
う
や
ら
恋
に
憧
れ
、
恋
に
付
い
て
い
る
軍
師
ら
し
い
。

　
ま
ぁ
、
私
に
対
し
て
も
あ
ま
り
悪
い
感
情
は
無
い
よ
う
で
素
直
に
話
し
て
く

れ
て
い
た
が
…
…
正
直
ま
だ
精
神
的
に
幼
す
ぎ
る
。

　
あ
れ
で
は
軍
師
と
し
て
は
ま
だ
二
流
止
ま
り
に
な
っ
て
し
ま
う
。

　
そ
う
思
い
、
彼
女
に
も
う
少
し
理
性
的
か
つ
冷
静
に
物
事
を
見
極
め
る
よ
う

に
い
い
含
め
て
お
い
た
。

　
彼
女
自
身
、
自
分
が
熱
く
な
り
易
い
傾
向
に
あ
る
の
は
気
が
付
い
て
い
る
よ

う
で
、
治
そ
う
と
は
努
力
し
て
い
る
ら
し
い
が
上
手
く
い
か
な
い
よ
う
だ
。

　
生
ま
れ
持
っ
た
性
格
を
治
す
の
は
容
易
で
は
無
い
以
上
致
し
方
あ
る
ま
い
。
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と
は
い
え
、
自
分
の
欠
点
に
気
づ
き
そ
れ
を
治
そ
う
と
努
力
し
て
い
る
の
は

素
直
に
尊
敬
出
来
る
。

　
何
れ
は
彼
女
も
い
い
軍
師
に
な
る
事
だ
ろ
う
。

　
成
長
が
楽
し
み
だ
。

　　
で
は
そ
ろ
そ
ろ
軍
事
行
動
も
本
格
化
す
る
よ
う
だ
し
洛
陽
か
ら
出
る
と
し
よ

う
。

　
以
前
に
北
郷
君
か
ら
聞
い
た
が
、
な
ん
で
も
南
東
に
い
る
孫
策
と
い
う
人
物

は
な
か
な
か
の
人
物
ら
し
い
。

　
ま
ぁ
、
今
は
色
々
と
問
題
を
抱
え
て
い
る
と
い
う
噂
を
旅
の
商
人
か
ら
聞
い

て
い
る
が
…
…
一
度
行
っ
て
み
る
の
も
い
い
か
も
し
れ
ん
。

　　
恐
ら
く
だ
が
、
私
の
予
想
と
し
て
以
前
に
出
会
っ
た
曹
操
、
そ
れ
と
董
卓
と

孫
策
、
こ
の
辺
り
は
こ
の
乱
世
の
中
心
的
存
在
と
な
っ
て
く
る
だ
ろ
う
。

　
曹
操
は
野
心
を
抱
い
て
い
る
よ
う
で
あ
っ
た
か
ら
な
、
確
実
に
名
乗
り
を
上

げ
る
は
ず
だ
。

　
董
卓
は
…
…
さ
ほ
ど
そ
う
い
っ
た
面
に
興
味
が
あ
る
と
は
思
え
ん
が
、
北
郷

君
か
ら
聞
い
た
反
董
卓
連
合
と
い
う
戦
に
お
い
て
は
あ
る
種
、
敵
側
の
主
役
の

よ
う
な
も
の
だ
か
ら
な
。

　
確
実
に
乱
世
に
食
い
込
ん
で
く
る
だ
ろ
う
。

　
最
後
の
孫
策
は
、
北
郷
君
か
ら
の
話
と
噂
程
度
で
は
あ
る
が
、
恐
ら
く
は
間

違
い
無
い
だ
ろ
う
。

　
乱
世
の
時
代
と
い
う
の
は
得
て
し
て
英
雄
と
呼
ば
れ
る
人
間
が
多
数
現
れ
る

も
の
だ
。

　
な
ら
ば
こ
そ
、
そ
の
英
雄
と
な
り
う
る
人
物
は
こ
の
眼
で
見
て
お
く
べ
き
だ

ろ
う
。

　
私
自
身
が
こ
の
乱
世
に
関
わ
る
関
わ
ら
な
い
は
別
に
し
て
、
時
代
の
中
心
的

人
物
の
情
報
は
集
め
て
お
く
に
越
し
た
事
は
無
い
。

　
そ
う
と
決
ま
れ
ば
、
早
速
出
発
す
る
と
し
よ
う
。
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…
…

　
…
…
…
…

　　
宿
屋
に
料
金
を
支
払
い
、
街
で
旅
に
必
要
な
物
資
を
買
い
集
め
出
発
し
た
の

だ
が
、
南
東
の
呉
に
行
く
と
な
る
と
歩
き
で
は
か
な
り
時
間
が
掛
か
る
な
。

　
こ
こ
は
あ
れ
だ
な
、
イ
ク
シ
オ
ン
で
も
喚
び
出
す
か
。

よ
び
だ
す

　
ま
ぁ
、
イ
ク
シ
オ
ン
な
ら
見
た
目
は
馬
だ
か
ら
な
、
あ
ま
り
違
和
感
は
あ
る

ま
い
。

　
で
は
早
速
…
…

　「
来
い
！
　
イ
ク
シ
オ
ン
！
！
」

『
ヒ
ィ
ィ
ィ
ィ
ィ
ン
！
！
』

「
久
し
い
な
、
イ
ク
シ
オ
ン
」

『
…
…
（
そ
う
だ
な
、
境
界
を
越
え
る
者
よ
）
』

「
ど
う
や
ら
ま
た
私
は
別
の
世
界
に
来
た
よ
う
で
な
、
悪
い
が
力
を
貸
し
て
く

れ
る
か
」

『
…
…
（
我
は
境
界
を
越
え
る
者
に
従
う
と
決
め
て
い
る
）
』

「
助
か
る
」

『
…
…
（
何
処
へ
向
か
う
の
だ
）
』

「
南
東
だ
、
そ
こ
に
こ
の
時
代
の
中
心
に
成
り
得
る
人
物
が
い
る
」

『
…
…
（
わ
か
っ
た
）
』

　　
久
し
ぶ
り
に
イ
ク
シ
オ
ン
に
騎
乗
し
た
が
、
や
は
り
イ
ク
シ
オ
ン
は
速
い
な
。

　
流
石
は
雷
の
神
獣
な
だ
け
は
あ
る
、
地
上
を
走
る
速
度
は
か
な
り
の
も
の
だ

な
。

　
そ
の
上
揺
れ
も
ほ
と
ん
ど
無
い
か
ら
な
、
頗
る
快
適
だ
。

　
の
ん
び
り
歩
く
の
も
い
い
が
、
や
は
り
こ
う
し
て
友
と
共
に
旅
を
す
る
の
は

ま
た
い
い
も
の
だ
。
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そ
れ
に
し
て
も
、
や
は
り
古
代
中
国
と
い
う
事
も
あ
っ
て
か
、
街
道
の
整
備

な
ど
は
あ
ま
り
行
き
届
い
て
い
る
感
じ
で
は
な
い
な
。

　
こ
の
世
界
に
は
魔
法
と
い
う
便
利
な
力
は
存
在
し
な
い
か
ら
無
理
も
無
い
の

だ
ろ
う
が
。

　
に
し
て
も
だ
、
も
う
少
し
マ
シ
な
道
に
整
備
し
た
方
が
い
い
と
は
思
う
の
だ

が
な
。

　
こ
れ
で
は
旅
の
商
人
と
か
も
辛
い
だ
ろ
う
に
…
…
物
資
が
円
滑
に
動
か
な
け

れ
ば
、
そ
れ
だ
け
で
経
済
が
衰
退
し
て
し
ま
う
の
に
な
。

　
ま
ぁ
、
ど
の
道
、
今
の
皇
帝
や
そ
の
側
近
連
中
は
自
分
の
腹
を
肥
や
す
し
か

考
え
て
い
な
い
下
種
の
集
ま
り
の
よ
う
だ
か
ら
期
待
す
る
だ
け
無
駄
だ
ろ
う
。

　「
し
か
し
、
こ
の
世
界
は
ど
う
も
違
和
感
が
あ
る
な
」

『
…
…
（
確
か
に
）
』

「
な
ん
と
い
う
か
、
誰
か
に
常
に
見
ら
れ
て
い
る
感
じ
だ
な
…
…
」

『
…
…
（
あ
あ
）
』

「
何
れ
そ
の
辺
り
も
調
べ
る
べ
き
だ
な
…
…
面
倒
な
事
に
成
ら
な
け
れ
ば
い
い

の
だ
が
」

　　
ハ
ル
ケ
ギ
ニ
ア
に
い
た
と
き
も
視
線
は
感
じ
て
は
い
た
が
、
こ
の
世
界
で
感

じ
る
視
線
は
ど
う
も
そ
れ
と
は
違
う
。

　
な
ん
と
言
え
ば
い
い
の
か
…
…
生
ぬ
る
い
と
い
う
か
、
お
ぞ
ま
し
い
視
線
を

感
じ
る
。

　
こ
れ
は
注
意
し
て
お
い
た
方
が
い
い
か
も
し
れ
ん
。

　　　
…
…

　
…
…
…
…

　　　
イ
ク
シ
オ
ン
に
跨
り
進
む
事
は
や
二
日
、
未
だ
呉
と
い
う
都
市
は
見
え
て
来
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な
い
。

　
し
か
し
、
昨
日
黄
色
い
布
を
付
け
た
一
団
を
目
に
し
た
が
あ
れ
が
黄
巾
党
で

間
違
い
な
い
の
だ
ろ
う
。

　
と
な
れ
ば
黄
巾
の
乱
は
始
ま
っ
た
と
見
て
間
違
い
は
無
い
か
。

　
つ
い
に
こ
の
世
界
で
も
動
乱
が
始
ま
る
と
い
う
訳
か
。

　「
つ
い
に
動
乱
の
幕
開
け
か
」

『
…
…
（
何
処
の
世
界
で
も
人
間
は
変
わ
ら
ぬ
）
』

「
耳
の
痛
い
話
だ
、
だ
が
ま
ぁ
人
間
か
ら
争
い
を
拭
い
去
る
事
は
出
来
ん
だ
ろ

う
な
」

『
…
…
（
か
も
し
れ
ぬ
）
』

「
し
か
し
、
私
は
こ
の
世
界
の
動
乱
に
は
余
り
関
わ
り
た
く
は
無
い
が
…
…
そ

う
も
い
か
ん
よ
う
だ
な
」

『
…
…
（
境
界
を
越
え
る
者
が
こ
の
世
界
に
来
た
以
上
、
何
か
し
ら
の
意
味
が

あ
る
の
だ
ろ
う
）
』

「
そ
う
か
も
し
れ
ん
な
」

　　
確
か
に
一
度
死
を
迎
え
た
私
が
こ
う
し
て
若
返
り
こ
の
世
界
に
来
た
事
に
は

何
ら
か
の
意
味
が
あ
る
の
だ
ろ
う
。

　
だ
が
、
正
直
な
と
こ
ろ
、
こ
の
世
界
の
動
乱
は
こ
の
世
界
の
者
達
で
解
決
す

べ
き
だ
ろ
う
。

　
で
な
く
て
は
意
味
が
無
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
ま
ぁ
、
そ
れ
を
言
っ
て
し
ま
う
と
私
が
ハ
ル
ケ
ギ
ニ
ア
で
し
で
か
し
た
事
は

何
な
の
か
と
い
う
事
に
な
っ
て
し
ま
う
の
だ
が
。

　
難
し
い
も
の
だ
。

　　　
…
…

　
…
…
…
…
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そ
れ
か
ら
、
イ
ク
シ
オ
ン
の
最
大
速
度
で
飛
ば
し
漸
く
呉
と
い
う
都
市
が
見

え
て
来
た
。

　
や
は
り
海
に
面
し
て
い
る
の
か
懐
か
し
い
潮
の
香
り
が
す
る
。

　
久
し
ぶ
り
に
海
鮮
料
理
で
も
食
べ
た
い
も
の
だ
。

　「
さ
て
、
こ
の
都
市
で
は
何
が
起
き
る
の
か
ね
」

　　
不
安
と
少
し
ば
か
り
の
期
待
を
胸
に
私
は
呉
の
都
市
へ
と
到
着
し
た
。
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第
五
幕
：
洛
陽
に
到
着
：
後
編
（
後
書
き
）

月
た
ち
と
の
話
し
合
い
の
部
分
は
か
な
り
簡
略
化
し
て
い
ま
す
が
、
本
格
的
に

黄
巾
の
乱
が
始
ま
る
ま
で
は
大
体
こ
ん
な
感
じ
で
進
み
ま
す
。

次
回
は
つ
い
に
呉
で
す
。

と
は
い
っ
て
も
、
ま
だ
居
つ
く
事
に
は
な
り
ま
せ
ん
け
ど
ね
。

当
分
の
間
は
各
地
を
転
々
と
し
ま
す
。

ん
で
は
！
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第
六
幕
：
江
東
の
小
覇
王

　
呉
に
到
着
し
、
二
日
が
経
過
し
た
。

　
あ
あ
、
ち
な
み
に
、
こ
こ
は
呉
の
国
内
の
『
江
都
』
と
い
う
都
市
ら
し
い
。

　
て
っ
き
り
呉
と
い
う
都
市
が
あ
る
も
の
と
勘
違
い
し
て
い
た
が
、
呉
と
い
う

の
は
国
名
ら
し
い
の
だ
な
。

　
い
か
ん
い
か
ん
、
国
名
や
地
名
は
し
っ
か
り
と
覚
え
な
け
れ
ば
。

　　
江
都
に
到
着
後
、
街
中
で
現
在
の
情
勢
等
に
つ
い
て
色
々
と
聞
い
て
回
っ
た
。

　
そ
の
際
都
か
ら
遠
く
離
れ
た
こ
の
地
で
も
霊
帝
の
体
長
悪
化
に
関
す
る
噂
は

流
れ
て
き
て
い
る
と
い
う
事
を
知
っ
た
。

　
こ
れ
は
い
よ
い
よ
も
っ
て
危
険
な
時
代
に
入
る
と
い
う
事
か
。

　　
そ
れ
に
加
え
て
、
各
地
の
黄
巾
党
も
活
発
化
し
て
い
て
既
に
手
が
付
け
ら
れ

な
い
状
態
ら
し
い
。

　
な
ん
で
も
先
日
行
わ
れ
た
大
規
模
な
軍
事
行
動
も
さ
し
た
る
効
果
は
無
か
っ

た
そ
う
だ
。

　
恋
達
は
無
事
だ
と
い
い
の
だ
が
…
…
。

　　
し
か
し
、
正
規
の
軍
隊
で
も
止
め
ら
れ
な
い
と
な
る
と
、
黄
巾
の
乱
が
始
ま

っ
た
と
い
う
事
で
間
違
い
は
無
い
か
。

　
と
な
れ
ば
、
何
れ
は
各
地
の
豪
族
や
県
令
が
集
ま
り
掃
討
作
戦
が
開
始
さ
れ

る
だ
ろ
う
。

　
そ
の
時
は
一
応
様
子
を
見
に
行
く
べ
き
か
…
…
時
代
の
節
目
に
な
る
で
あ
ろ

う
か
ら
。

　　
そ
れ
と
、
こ
の
都
市
に
来
た
目
的
で
あ
る
孫
策
と
い
う
人
物
だ
が
、
話
を
聞

く
限
り
で
は
頗
る
評
判
が
い
い
。

　
民
と
も
直
接
触
れ
あ
い
、
気
さ
く
に
話
し
が
出
来
る
人
物
の
よ
う
だ
。
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ふ
む
…
…
そ
れ
な
ら
ば
民
か
ら
人
気
が
出
る
の
も
頷
け
る
。

　　
た
だ
、
ど
う
や
ら
現
在
の
孫
策
は
袁
術
と
い
う
人
物
の
客
将
と
な
っ
て
い
る

ら
し
い
。

　
そ
の
理
由
と
し
て
は
、
孫
策
の
母
親
が
死
亡
し
た
際
、
領
地
を
袁
術
に
奪
わ

れ
た
よ
う
だ
。

　
跡
継
ぎ
が
ま
だ
未
熟
な
の
に
当
主
が
死
亡
し
た
場
合
、
領
地
を
掠
め
取
ら
れ

る
な
ん
て
事
は
よ
く
あ
る
話
だ
。

　
孫
策
の
場
合
も
そ
う
い
っ
た
事
情
な
の
だ
ろ
う
。

　
と
は
い
え
恐
ら
く
孫
策
も
黙
っ
て
は
い
ま
い
。

　
何
れ
は
そ
の
牙
を
む
き
出
し
に
す
る
事
だ
ろ
う
。

　「
世
の
中
ま
ま
な
ら
ん
も
の
だ
」

　　
さ
て
、
今
日
も
情
報
集
め
に
い
そ
し
む
と
す
る
か
。

　
出
来
れ
ば
黄
巾
の
乱
に
関
す
る
も
っ
と
詳
細
な
情
報
が
欲
し
い
の
だ
が
…
…
。

　　　
…
…

　
…
…
…
…

　　■
■
■
■
■
■
商
店
街
■
■
■
■
■
■

　　
し
か
し
、
こ
の
都
市
の
商
店
街
は
陳
留
の
商
店
街
と
は
ま
た
違
っ
た
…
…
下

町
的
な
感
じ
の
賑
や
か
さ
だ
。

　
私
は
何
処
ま
で
い
っ
て
も
日
本
人
と
い
う
事
な
ん
だ
ろ
う
、
こ
う
い
っ
た
賑

や
か
さ
の
方
が
好
ま
し
い
。

　
ま
ぁ
、
王
宮
の
華
や
か
さ
も
悪
く
は
無
い
の
だ
が
。
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「
店
主
、
そ
の
肉
ま
ん
を
一
つ
貰
え
る
か
」

「
へ
ぃ
、
毎
度
！
」

　　
ふ
む
、
魚
介
類
入
り
か
…
…
な
か
な
か
美
味
い
。

　
や
は
り
海
が
近
い
か
ら
な
の
か
、
商
店
に
も
魚
介
類
を
よ
く
見
か
け
る
。

　
刺
身
で
も
あ
れ
ば
、
王
の
財
宝
に
入
れ
て
あ
る
日
本
酒
で
一
杯
や
り
た
い
と

ゲ
ー
ト
・
オ
ブ
・
バ
ビ
ロ
ン

こ
ろ
だ
が
。

　
流
石
に
こ
の
時
代
の
中
国
で
は
刺
身
は
無
い
か
。

　「
ん
、
あ
れ
は
…
…
」

　　
ふ
む
、
秋
刀
魚
の
塩
焼
き
か
…
…
な
か
な
か
美
味
そ
う
だ
な
。

　
一
つ
買
っ
て
お
く
か
。

　「
店
主
、
悪
い
が
そ
ち
ら
の
秋
刀
魚
の
塩
焼
き
も
貰
え
る
か
」

「
へ
ぃ
、
ど
う
も
！
」

　　
ふ
む
、
こ
れ
な
ら
日
本
酒
に
合
い
そ
う
だ
。

　
よ
し
、
せ
っ
か
く
だ
し
一
杯
や
る
と
す
る
か
。

　　　
…
…

　
…
…
…
…

　　　
先
ほ
ど
購
入
し
た
秋
刀
魚
の
塩
焼
き
を
肴
に
一
杯
や
っ
て
い
る
と
、
前
方
か

ら
歩
い
て
来
る
人
物
に
目
が
止
ま
っ
た
。

　
ふ
む
、
曹
操
程
で
は
無
い
が
か
な
り
の
覇
気
の
持
ち
主
だ
な
。

　
恐
ら
く
あ
れ
が
孫
策
だ
ろ
う
。

　
し
か
し
…
…
徳
利
の
よ
う
な
物
を
ぶ
ら
下
げ
て
い
る
が
、
い
い
の
だ
ろ
う
か
、
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あ
れ
は
。

　
ま
ぁ
、
昼
間
か
ら
酒
を
飲
ん
で
い
る
私
も
人
の
事
は
言
え
な
い
が
。

　「
あ
ら
、
私
に
何
か
用
か
し
ら
」

　　
お
っ
と
い
か
ん
、
つ
い
見
つ
め
過
ぎ
た
よ
う
だ
。

　
女
性
を
許
可
無
く
見
つ
め
る
の
は
、
紳
士
と
し
て
い
け
な
い
事
だ
。

　
義
母
上
に
も
散
々
指
導
さ
れ
た
の
に
、
ど
う
や
ら
ま
だ
癖
が
抜
け
て
い
な
い

の
か
も
し
れ
ん
。

　
気
を
つ
け
ね
ば
。

　「
い
や
失
敬
、
貴
女
の
美
し
さ
に
つ
い
見
と
れ
て
し
ま
っ
て
ね
」

「
あ
ら
、
嬉
し
い
事
言
っ
て
く
れ
る
わ
ね
」

　　
し
か
し
、
先
ほ
ど
か
ら
彼
女
の
視
線
が
私
の
持
つ
日
本
酒
に
注
が
れ
て
い
る

の
は
気
の
せ
い
だ
ろ
う
か
。

　
や
は
り
飲
み
た
い
の
だ
ろ
う
か
…
…
少
し
聞
い
て
み
る
か
。

　「
…
…
よ
け
れ
ば
飲
む
か
ね
？
」

「
い
い
の
？
」

「
そ
れ
だ
け
熱
い
視
線
を
送
ら
れ
て
は
な
」

「
あ
ら
や
だ
、
ご
め
ん
な
さ
い
、
つ
い
♪
」

「
構
わ
ん
さ
、
さ
、
ど
う
ぞ
」

「
そ
れ
じ
ゃ
頂
く
わ
…
…
『
ゴ
ク
ッ
』
…
…
美
味
し
い
、
ち
ょ
っ
と
こ
れ
何
処

で
手
に
入
れ
た
の
？
！
」

「
あ
あ
、
こ
れ
は
私
の
国
で
作
ら
れ
た
酒
だ
、
生
憎
と
こ
の
国
で
は
材
料
が
手

に
入
ら
な
い
の
で
作
れ
ん
の
だ
よ
」

「
そ
う
な
の
、
残
念
だ
わ
」

　　
本
当
は
材
料
そ
の
他
も
錬
金
で
作
れ
る
の
だ
が
。
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何
せ
、
エ
レ
ン
と
コ
ル
ベ
ー
ル
さ
ん
が
色
々
と
解
析
し
た
結
果
、
ハ
ル
ケ
ギ

ニ
ア
の
食
文
化
は
変
わ
っ
た
か
ら
な
ぁ
。

　
日
本
酒
が
当
た
り
前
に
売
ら
れ
て
い
た
し
、
最
終
的
に
は
ジ
ャ
ン
ク
フ
ー
ド

ら
し
き
物
も
あ
っ
た
か
ら
な
ぁ
。

　
全
く
、
今
思
い
出
し
て
も
あ
の
二
人
は
天
才
だ
。

　「
そ
れ
は
そ
う
と
、
貴
方
、
こ
の
国
の
人
間
じ
ゃ
な
い
の
ね
」

「
ま
ぁ
な
、
東
の
方
か
ら
来
た
」

「
へ
～
そ
う
な
の
」

「
そ
う
い
う
貴
女
は
、
こ
の
都
市
の
代
表
者
で
あ
る
孫
策
殿
だ
ろ
う
？
」

「
あ
ら
、
私
の
事
知
っ
て
る
の
？
」

「
江
都
に
い
い
県
令
が
い
る
と
ね
、
洛
陽
で
聞
い
た
よ
」

「
そ
う
な
の
、
私
っ
て
そ
ん
な
に
有
名
な
の
か
し
ら
」

「
ま
ぁ
、
見
目
麗
し
い
女
性
が
県
令
な
ら
噂
に
も
な
ろ
う
。
そ
れ
に
だ
、
ど
う

や
ら
か
な
り
の
武
を
お
持
ち
の
よ
う
だ
し
な
。
」

「
あ
ら
、
わ
か
る
の
ね
」

「
ま
ぁ
な
、
私
も
多
少
は
武
の
心
得
が
あ
る
の
で
ね
…
…
し
か
し
、
貴
女
は
身

の
内
に
修
羅
を
秘
め
て
い
る
な
、
飼
い
な
ら
せ
て
は
い
な
い
よ
う
だ
が
」

「
…
…
」

「
そ
れ
を
飼
い
な
ら
す
事
が
出
来
れ
ば
、
武
人
と
し
て
は
更
な
る
高
み
に
上
り

詰
め
る
事
だ
ろ
う
」

「
…
…
凄
い
わ
ね
、
そ
こ
ま
で
分
か
る
な
ん
て
」

　　
間
違
い
な
く
義
母
上
の
教
育
の
賜
物
だ
ろ
う
。

　
何
せ
義
母
上
の
特
訓
と
い
う
名
の
拷
問
は
、
熾
烈
を
極
め
る
な
ん
て
言
葉
で

は
言
い
表
せ
な
い
位
に
凄
か
っ
た
か
ら
な
ぁ
。

　
何
度
死
ん
だ
方
が
マ
シ
と
考
え
た
事
か
。

　
今
思
い
出
し
て
も
震
え
が
来
て
し
ま
う
。
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…
…

　
…
…
…
…

　　　
そ
れ
に
し
て
も
こ
の
男
…
…
多
少
武
を
か
じ
っ
て
る
と
言
っ
て
い
た
け
ど
、

そ
ん
な
も
の
じ
ゃ
な
い
わ
ね
。

　
恐
ら
く
は
私
や
祭
で
も
勝
て
な
い
。

　
そ
れ
だ
け
の
武
を
秘
め
て
い
る
わ
。

　　
そ
れ
に
こ
の
男
の
見
た
目
…
…
あ
の
噂
に
合
致
す
る
の
よ
ね
。

　
別
の
国
か
ら
来
た
と
い
う
の
も
そ
う
だ
し
、
も
し
か
し
た
ら
役
に
立
つ
か
も
。

　
そ
れ
に
…
…
私
の
勘
が
囁
く
の
よ
ね
、
こ
の
男
を
確
実
に
物
に
し
ろ
っ
て
。

　
な
ん
と
か
物
に
す
る
為
に
も
、
城
に
連
れ
て
帰
ろ
う
か
し
ら
。

　「
ど
う
し
た
ね
孫
策
殿
、
私
の
顔
な
ぞ
じ
っ
と
見
つ
め
て
」

「
あ
ら
や
だ
、
ご
め
ん
な
さ
い
」

　　
何
か
考
え
事
を
し
て
い
る
目
だ
な
。

　
ま
ぁ
、
恐
ら
く
は
さ
っ
き
の
話
の
事
だ
ろ
う
。

　
彼
女
自
身
も
自
分
の
身
の
内
に
潜
む
修
羅
に
は
気
が
付
い
て
い
る
は
ず
。

　
あ
あ
い
っ
た
も
の
は
得
て
し
て
何
か
の
き
っ
か
げ
が
無
い
と
御
す
る
事
は
難

し
い
も
の
だ
。

　「
さ
て
、
で
は
私
は
こ
の
辺
で
お
暇
し
よ
う
」

「
ち
ょ
っ
と
待
っ
て
」

「
…
…
何
か
ね
？
」

「
せ
っ
か
く
ご
馳
走
し
て
く
れ
た
ん
だ
も
の
、
お
礼
し
な
い
と
気
が
す
ま
な
い

わ
」

「
い
や
、
酒
の
一
杯
位
構
わ
ん
の
だ
が
」

「
い
い
か
ら
、
一
緒
に
来
て
」
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そ
う
言
っ
て
有
無
を
言
わ
せ
ず
私
を
引
っ
張
っ
て
行
く
孫
策
。

　
な
ん
と
い
う
か
、
こ
の
強
引
さ
は
キ
ュ
ル
ケ
に
似
て
い
る
感
じ
だ
な
。

　
あ
れ
も
よ
く
私
達
を
引
っ
張
り
回
し
た
も
の
だ
か
ら
な
ぁ
。

　
何
時
ま
で
経
っ
て
も
私
は
女
性
に
は
勝
て
な
い
よ
う
だ
。

　　　
…
…

　
…
…
…
…

　　■
■
■
■
■
■
居
城
■
■
■
■
■
■

　　
孫
策
に
引
き
ず
ら
れ
連
れ
て
来
ら
れ
た
の
は
案
の
定
、
こ
の
都
市
の
城
。

　
こ
の
流
れ
か
ら
す
れ
ば
十
中
八
九
、
勧
誘
さ
れ
る
事
は
間
違
い
無
い
。

　
私
の
勘
が
そ
う
告
げ
て
い
る
。

　
曹
操
の
時
と
同
じ
よ
う
な
事
に
な
ら
な
け
れ
ば
い
い
ん
だ
が
。

　「
雪
蓮
…
…
今
ま
で
何
処
を
ほ
っ
つ
き
歩
い
て
い
た
」

「
げ
っ
…
…
冥
琳
…
…
あ
は
は
～
」

「
全
く
…
…
ん
、
そ
の
男
は
？
」

「
あ
あ
、
お
酒
ご
馳
走
に
な
っ
た
か
ら
お
礼
し
に
連
れ
て
来
た
の
よ
」

「
…
…
問
答
無
用
だ
っ
た
が
ね
」

「
男
が
細
か
い
事
気
に
し
ち
ゃ
駄
目
よ
♪
」

　　
本
当
に
キ
ュ
ル
ケ
に
似
て
い
る
。

　
し
か
し
、
何
処
こ
う
も
色
々
と
共
通
点
が
あ
る
の
か
。

　
謎
だ
…
…
。

　「
そ
う
か
、
家
の
雪
蓮
が
迷
惑
を
掛
け
た
よ
う
で
す
ま
な
い
」
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「
い
や
、
構
わ
ん
よ
。
酒
を
一
杯
奢
っ
た
だ
け
な
の
で
ね
。
」

「
そ
う
か
…
…
そ
れ
よ
り
も
雪
蓮
、
仕
事
が
溜
ま
っ
て
い
る
と
あ
れ
ほ
ど
言
っ

た
だ
ろ
う
が
！
」

「
だ
っ
て
～
お
酒
飲
み
た
か
っ
た
ん
だ
も
ん
」

「
だ
も
ん
じ
ゃ
な
い
！
」

　　
こ
の
様
子
で
は
随
分
と
苦
労
し
て
い
る
よ
う
だ
な
。

　
ま
ぁ
、
仲
は
非
常
に
良
い
の
だ
ろ
う
。

　
主
従
関
係
で
こ
の
よ
う
に
言
い
合
え
る
の
は
そ
う
は
無
い
。

　「
…
…
と
、
す
ま
ん
、
客
人
に
恥
ず
か
し
い
所
を
見
せ
て
し
ま
っ
た
」

「
い
や
、
構
わ
ん
さ
。
あ
あ
、
そ
う
だ
自
己
紹
介
が
ま
だ
だ
っ
た
な
私
は
藤
崎

充
と
申
す
。
姓
で
あ
る
藤
崎
か
名
で
あ
る
充
で
呼
ん
で
く
れ
。
」

「
そ
う
か
、
私
は
姓
は
周
 

名
は
瑜
 

字
は
公
瑾
だ
」

「
私
は
も
う
知
っ
て
る
み
た
い
だ
け
ど
一
応
ね
、
姓
は
孫
 

名
は
策
 

字
は
伯

符
よ
」

　　
周
瑜
か
、
確
か
北
郷
君
の
話
で
も
名
前
が
挙
が
っ
て
い
た
。

　
呉
の
重
鎮
に
し
て
、
か
な
り
の
軍
師
と
聞
く
。

　
確
か
に
こ
の
女
性
は
知
性
に
溢
れ
て
い
る
感
じ
で
は
あ
る
。

　
ど
こ
と
な
く
だ
が
研
究
者
と
し
て
の
エ
レ
ン
に
似
て
い
る
…
…
体
系
は
真
逆

だ
が
。

　「
そ
れ
で
孫
策
、
こ
の
後
は
ど
う
す
る
の
だ
？
」

「
ん
～
そ
う
ね
、
お
酒
で
も
飲
も
っ
か
？
」

「
…
…
雪
蓮
…
…
お
前
と
い
う
奴
は
…
…
」

「
お
い
お
い
、
県
令
が
昼
間
か
ら
酒
を
飲
ん
で
い
て
は
不
味
い
だ
ろ
う
」

「
い
い
の
よ
、
冥
琳
が
い
る
か
ら
♪
」

　　
信
頼
し
て
い
る
の
か
押
し
付
け
て
い
る
の
か
…
…
ま
ぁ
前
者
な
の
だ
ろ
う
が
。
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に
し
て
も
、
周
瑜
の
方
は
青
筋
立
て
て
い
る
が
…
…
。

　
本
当
に
苦
労
し
て
い
る
よ
う
だ
。

　「
そ
れ
じ
ゃ
行
き
ま
し
ょ
、
冥
琳
も
付
き
合
い
な
さ
い
」

「
お
い
！
」

「
い
い
か
ら
い
い
か
ら
♪
」

　　　
…
…

　
…
…
…
…

　　■
■
■
■
■
■
中
庭
■
■
■
■
■
■

　　
庭
の
よ
う
な
場
所
に
連
れ
て
来
ら
れ
た
が
、
さ
て
ど
う
な
る
の
や
ら
。

　「
さ
、
座
っ
て
」

「
あ
あ
」

「
は
ぁ
…
…
仕
方
な
い
、
少
し
だ
け
だ
ぞ
雪
蓮
…
…
」

「
わ
か
っ
て
る
わ
」

　　
向
こ
う
か
ら
切
り
出
さ
れ
る
前
に
こ
ち
ら
か
ら
先
手
を
打
つ
と
す
る
か
。

　
先
行
さ
れ
て
ば
か
り
で
は
交
渉
に
は
勝
て
ん
か
ら
な
。

　「
そ
れ
で
孫
策
、
私
に
話
し
が
あ
る
の
だ
ろ
う
？
」

「
あ
ら
、
わ
か
っ
た
？
」

「
わ
か
ら
ん
は
ず
は
無
い
だ
ろ
う
、
そ
れ
だ
け
熱
い
視
線
を
送
ら
れ
て
は
な
」

「
ふ
ふ
、
そ
う
、
な
ら
話
し
ま
し
ょ
う
か
」

　　
孫
策
か
ら
の
話
は
予
想
通
り
仕
官
の
話
だ
っ
た
。
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何
故
こ
う
ま
で
私
を
仕
官
さ
せ
た
が
る
の
か
甚
だ
疑
問
だ
。

　
ま
ぁ
、
勿
論
受
け
る
つ
も
り
は
無
い
。

　
彼
女
も
恐
ら
く
曹
操
と
同
じ
で
、
大
陸
の
覇
権
を
狙
う
の
だ
ろ
う
。

　
な
れ
ば
こ
そ
、
や
は
り
こ
の
大
陸
の
事
は
こ
の
大
陸
の
者
が
決
め
る
べ
き
。

　
私
の
よ
う
な
イ
レ
ギ
ュ
ラ
ー
な
存
在
が
横
槍
を
入
れ
る
べ
き
で
は
無
い
。

　　
こ
の
よ
う
な
思
い
か
ら
、
孫
策
の
話
は
断
り
を
入
れ
た
。

　
ま
ぁ
、
か
な
り
粘
ら
れ
て
し
ま
っ
た
が
、
私
自
身
今
の
と
こ
ろ
は
心
を
変
え

る
つ
も
り
は
無
い
。

　
旅
を
続
け
、
こ
の
世
界
の
事
を
も
っ
と
知
っ
て
か
ら
な
ら
ま
た
別
か
も
し
れ

ん
が
。

　「
も
う
、
貴
方
、
か
な
り
強
情
ね
」

「
悪
い
な
、
私
は
今
の
と
こ
ろ
誰
に
仕
え
る
つ
も
り
も
無
い
の
で
ね
」

「
で
も
、
私
は
諦
め
な
い
わ
よ
」

「
…
…
や
れ
や
れ
、
曹
操
に
も
同
じ
事
を
言
わ
れ
た
よ
」

「
曹
操
に
？
」

「
あ
あ
、
陳
留
で
会
っ
た
時
に
な
。
君
と
同
じ
よ
う
に
私
を
仕
官
さ
せ
る
つ
も

り
だ
っ
た
よ
う
だ
。
」

「
そ
う
な
の
…
…
で
も
、
負
け
な
い
わ
よ
」

「
そ
う
か
、
ま
ぁ
、
私
は
そ
う
甘
く
は
無
い
か
ら
な
」

　　
そ
れ
か
ら
は
、
ほ
と
ん
ど
酒
盛
り
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　
途
中
、
周
瑜
と
政
治
学
に
つ
い
て
話
し
た
が
、
そ
の
せ
い
か
周
瑜
か
ら
も
勧

誘
を
受
け
て
し
ま
っ
た
。

　
そ
れ
も
か
な
り
切
実
な
感
じ
で
…
…
。

　
ど
う
や
ら
、
孫
策
の
部
下
に
は
武
将
が
多
い
ら
し
く
軍
師
と
な
る
者
が
若
干

不
足
し
て
い
る
ら
し
い
。

　
故
に
周
瑜
の
後
継
者
と
な
る
べ
き
者
も
、
未
だ
育
っ
て
い
な
い
よ
う
だ
。

　
ま
ぁ
、
話
を
聞
く
限
り
で
は
、
ど
う
も
こ
の
地
に
住
ま
う
者
の
気
質
的
な
事
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も
関
わ
っ
て
い
る
よ
う
だ
が
。

　　　
…
…

　
…
…
…
…

　　「
さ
て
、
そ
れ
で
は
私
は
こ
れ
で
失
礼
す
る
よ
」

「
あ
ら
、
も
う
行
っ
ち
ゃ
う
の
か
し
ら
」

「
う
む
、
ま
ぁ
、
ま
だ
こ
の
街
に
は
い
る
と
思
う
が
…
…
そ
う
い
え
ば
孫
策
、

こ
の
地
で
は
最
近
黄
巾
賊
な
る
賊
は
出
没
し
て
い
な
い
の
か
ね
？
」

「
散
発
的
に
は
発
生
し
て
い
る
け
ど
、
他
に
比
べ
れ
ば
ま
だ
少
な
い
方
よ
」

「
ふ
む
…
…
」

「
で
も
、
何
れ
は
各
諸
侯
に
対
し
て
討
伐
命
令
が
出
る
で
し
ょ
う
か
ら
、
私
も

出
な
い
と
い
け
な
い
わ
ね
」

「
そ
う
か
、
数
だ
け
は
多
い
か
ら
十
分
に
注
意
す
る
事
だ
」

「
あ
り
が
と
」

「
で
は
、
縁
が
あ
れ
ば
ま
た
会
お
う
」

　　　
…
…

　
…
…
…
…

　　　
ふ
む
、
し
か
し
ま
だ
諸
侯
に
対
し
て
討
伐
命
令
が
出
る
ほ
ど
で
は
無
い
の
か
。

　
と
は
い
え
、
近
い
内
に
討
伐
命
令
が
下
る
だ
ろ
う
。

　
そ
う
な
っ
て
し
ま
え
ば
、
な
か
な
か
悠
長
に
旅
を
続
け
る
の
も
難
し
い
か
も

し
れ
ん
。

　
今
の
内
に
出
来
る
限
り
黄
巾
賊
に
つ
い
て
も
情
報
を
集
め
よ
う
。

　
確
か
、
北
郷
君
の
話
で
は
＜
張
角
＞
＜
張
宝
＞
＜
張
梁
＞
と
い
う
の
が
黄
巾
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賊
の
首
領
ら
し
い
。

　
な
ら
ば
そ
の
三
人
に
つ
い
て
も
、
可
能
な
限
り
情
報
を
集
め
よ
う
。

　「
さ
て
と
、
情
報
を
集
め
終
わ
り
次
第
こ
の
街
を
出
る
と
し
て
、
何
処
へ
行
く

べ
き
か
な
」

　　
何
れ
黄
巾
賊
が
終
結
す
る
地
点
の
近
く
に
向
か
う
と
す
る
か
。

　
恐
ら
く
は
そ
う
遠
く
な
い
未
来
、
黄
巾
賊
に
対
す
る
諸
侯
の
一
斉
反
撃
が
始

ま
る
は
ず
。

　
そ
う
な
っ
た
場
合
、
か
な
り
大
規
模
な
戦
と
な
る
だ
ろ
う
。

　
こ
の
世
界
の
情
勢
を
把
握
す
る
為
に
も
、
戦
場
に
出
来
る
限
り
近
い
場
所
に

居
た
ほ
う
が
い
い
。

　
ま
ぁ
、
あ
ま
り
関
わ
り
た
く
は
無
い
が
、
間
違
い
な
く
私
は
動
乱
の
渦
中
に

飛
び
込
む
事
に
な
る
。

　
な
れ
ば
こ
そ
、
自
ら
そ
の
渦
中
に
飛
び
込
む
事
で
真
実
を
知
る
べ
き
か
。

　
や
れ
や
れ
、
本
当
に
私
の
周
り
で
は
厄
介
事
が
尽
き
ぬ
も
の
だ
。

　
は
や
く
、
の
ん
び
り
し
た
い
の
だ
が
ね
…
…
。
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う

オタリーマンの外史生活
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